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災
害
時
に
お
け
る
停
電
や
断
線
を
想
定
し
、
無
線

に
よ
る
通
信
手
段
の
確
保
や
防
災
情
報
伝
達
の
多
重

化
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
、
２
８
０
Ｍメ

ガ
ヘ
ル
ツ
Ｈ
ｚ
デ
ジ
タ

ル
同
報
無
線
シ
ス
テ
ム
の
整
備
に
向
け
、
取
り
組
み

を
進
め
ま
す
。

　
ま
た
、
国
や
県
の
管
理
河
川
に
お
け
る
浸
水
想
定

区
域
の
変
更
や
、
予
定
さ
れ
る
土
砂
災
害
特
別
警
戒

区
域
（
通
称
レ
ッ
ド
ゾ
ー
ン
）
の
指
定
に
伴
い
、
令

和
２
年
度
に
防
災
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
見
直
し
を
行

い
、
災
害
時
に
お
け
る
避
難
行
動
が
安
全
に
で
き
る

よ
う
対
応
し
ま
す
。

　
中
心
市
街
地
に
お
け
る
新
た
な
商
業
施
設
「
コ
ト

リ
エ
ッ
ト
」
が
昨
年
７
月
に
オ
ー
プ
ン
し
、
以
降
、

近
接
す
る
公
園
の
開
園
も
相
ま
っ
て
、
来
店
客
数
は

順
調
に
推
移
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
に
加
え
、
今
後
ホ

テ
ル
用
地
の
賃
貸
借
契
約
を
は
じ
め
、
建
設
に
向
け

て
の
交
渉
、
準
備
を
進
め
ま
す
。

　
ま
た
、
企
業
団
地
の
整
備
に
向
け
、
平
成
29
年
10

月
よ
り
進
め
て
い
る
神
原
企
業
団
地
の
造
成
工
事
が

昨
年
末
に
完
了
し
ま
し
た
。
今
後
、
隣
接
エ
リ
ア
に

お
い
て
計
画
的
に
企
業
団
地
の
整
備
を
進
め
る
方
針

で
あ
り
、
関
係
機
関
と
の
調
整
を
図
り
な
が
ら
、
事

業
の
進
捗
に
努
め
ま
す
。

　
な
お
、（
仮
称
）
加
茂
バ
ス
ス
ト
ッ
プ
ス
マ
ー
ト

イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
に
つ
い
て
は
、
令
和
４
年
の
供

用
開
始
に
向
け
、
４
月
か
ら
本
格
的
に
工
事
を
進
め

ま
す
。

　
令
和
２
年
度
か
ら
令
和
６
年
度
ま
で
の
５
カ
年
を

計
画
期
間
と
す
る
「
第
４
次
雲
南
市
総
合
保
健
福
祉

計
画
」、「
第
４
次
雲
南
市
健
康
増
進
実
施
計
画
」
お

よ
び
「
第
３
次
雲
南
市
食
育
推
進
計
画
」
を
昨
年
度

内
に
策
定
し
ま
し
た
。
子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で
、

保
健
・
医
療
・
福
祉
に
お
け
る
包
括
的
な
取
り
組
み

や
持
続
可
能
な
地
域
づ
く
り
を
進
め
、
食
へ
の
関
わ

り
を
含
め
、
市
民
誰
も
が
健
康
で
生
涯
を
通
じ
て
安

心
し
て
暮
ら
せ
る
よ
う
取
り
組
み
を
進
め
ま
す
。

　
ま
た
、
市
民
に
身
近
な
研
究
機
関
と
し
て
活
動
し

て
い
る
身
体
教
育
医
学
研
究
所
う
ん
な
ん
は
、今
後
、

大
学
機
関
、
他
自
治
体
、
民
間
団
体
等
と
の
さ
ら
な

る
連
携
・
共
同
に
よ
る
活
動
の
拡
大
が
期
待
さ
れ
る

こ
と
か
ら
、「
公
益
財
団
法
人
」
へ
の
移
行
に
向
け

た
協
議
を
進
め
ま
す
。

「
活
力
と
賑
わ
い
の
あ
る
ま
ち
づ
く
り
」

に
関
す
る
取
り
組
み

「
安
全
・
安
心
な
ま
ち
づ
く
り
」
に

関
す
る
取
り
組
み

「
健
康
長
寿
・
生
涯
現
役
を
全
う
で
き
る

ま
ち
づ
く
り
」
に
関
す
る
取
り
組
み

所
信
表
明

令
和
２
年
度

雲
南
市
長

令
和
２
年
度

雲
南
市
長

　
速
水
市
長
は
雲
南
市
議
会
３
月
定
例
会
の
開
会
に
あ
た

り
、
特
に
20
歳
代
、
30
歳
代
の
子
育
て
世
代
の
流
出
対
策

の
強
化
や
企
業
と
の
連
携
に
よ
る
社
会
課
題
の
解
決
に
向

け
た
取
り
組
み
を
は
じ
め
、
令
和
２
年
度
の
市
政
運
営
に

お
け
る
基
本
的
な
考
え
方
を
述
べ
ま
し
た
。

コトリエット
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く
考
え
で
あ
り
、
令
和
２
年
度
か
ら
詳
細
設
計
に
着
手
し
ま

す
。

　
ま
た
、
４
月
よ
り
「
Ｉ
Ｃ
Ｔ
戦
略
室
」
を
政
策
企
画
部
情

報
政
策
課
内
に
新
設
し
、
第
５
世
代
移
動
通
信
シ
ス
テ
ム
や

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
伝
送
路
を
利
活
用
し
た
地
域
情
報
化
施
策

に
係
る
総
合
的
な
調
整
を
行
い
つ
つ
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
イ
ン
フ
ラ
の

整
備
を
進
め
ま
す
。

 

雲
南
市
地
域
公
共
交
通
網
形
成
計
画
の
策
定
���
�
�
�

　「
雲
南
市
民
バ
ス
再
編
計
画
」
に
基
づ
く
事
業
の
効
果
を

検
証
す
る
と
と
も
に
、
公
共
交
通
の
現
状
・
問
題
点
お
よ
び

将
来
見
通
し
の
再
分
析
を
行
い
、
今
後
の
地
域
公
共
交
通
を

取
り
巻
く
課
題
に
対
応
し
て
い
く
た
め
、
令
和
２
年
度
か
ら

令
和
６
年
度
ま
で
を
計
画
期
間
と
す
る
本
市
の
公
共
交
通
の

マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
と
な
る
「
雲
南
市
地
域
公
共
交
通
網
形
成

計
画
」
を
策
定
し
ま
し
た
。

　
今
後
、
持
続
可
能
な
地
域
公
共
交
通
網
の
構
築
に
向
け
、

取
り
組
み
ま
す
。

 

水
道
未
普
及
地
域
解
消
事
業
���
�
�
�
�
�
�
�
�
�

　
令
和
２
年
度
よ
り
大
東
町
山
王
寺
本
郷
地
区
の
水
道
整
備

事
業
に
着
手
し
、
令
和
６
年
度
の
供
用
開
始
に
向
け
取
り
組

み
ま
す
。

 

立
地
適
正
化
計
画
の
策
定
���
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

　
こ
れ
ま
で
の
街
づ
く
り
の
経
過
を
踏
ま
え
、
子
育
て
世
代

や
高
齢
者
に
と
っ
て
安
心
で
快
適
な
生
活
環
境
の
実
現
に
向

け
、
持
続
可
能
で
魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
の
基
盤
と
な
る
都

市
計
画
事
業
を
進
め
る
た
め
、
令
和
２
年
度
か
ら
「
立
地
適

正
化
計
画
」
の
策
定
に
着
手
し
ま
す
。

 

空
き
家
対
策
���
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

　
こ
れ
ま
で
、
空
き
家
の
実
態
把
握
に
取
り
組
み
、
利
活
用

や
解
体
に
つ
い
て
、
所
有
者
へ
の
意
向
調
査
を
行
い
、「
空

 

地
域
と
行
政
の
今
後
の
あ
り
方

　
平
成
30
年
10
月
に
、
地
域
と
行
政
の
今
後
の
あ
り
方
合
同

検
討
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
で
取
り
ま
と
め
ら
れ
た
報
告
書

で
提
言
い
た
だ

い
た
対
策
の
う

ち
、
昨
年
度

は
「
地
域
経
営

カ
レ
ッ
ジ
」
の

具
現
化
に
着
手

し
、
６
月
の
開

講
以
降
、
地
域

の
担
い
手
対
策

に
取
り
組
ん
で

き
た
と
こ
ろ
で

あ
り
、
地
域
の

皆
さ
ん
か
ら
の

評
価
も
高
く
、

今
年
度
も
継
続

し
ま
す
。

 

交
流
セ
ン
タ
ー
の
整
備
���
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

　
久
野
交
流
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て
は
、
旧
久
野
幼
稚
園
舎
の

改
修
工
事
が
本
年
３
月
末
に
完
了
す
る
見
込
み
で
あ
り
、
４

月
７
日
に
開
所
し
ま
す
。

 

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
伝
送
路
設
備
の
更
新
���
�
�
�
�
�

　
現
在
の
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
設
備
は
、
設
備
の
老
朽
化
に
伴

う
故
障
や
受
信
障
害
が
年
々
増
加
し
て
い
ま
す
。
今
後
、
設

備
の
最
も
古
い
掛
合
町
エ
リ
ア
か
ら
順
次
更
新
を
進
め
て
い

「
み
ん
な
で
築
く
ま
ち
」
に
関
わ
る
政
策

「
安
全
・
安
心
で
快
適
な
ま
ち
」
に
関
わ
る
政
策

き
家
バ
ン
ク
」
へ
の
登
録
や
危
険
な
空
き
家
の
特
定
に
努
め

て
き
ま
し
た
。

　
今
後
、
空
き
家
の
危
険
度
判
定
や
行
政
指
導
な
ど
に
取
り

組
む
必
要
が
あ
る
た
め
、
４
月
よ
り
「
空
き
家
対
策
室
」
を

建
設
部
都
市
計
画
課
に
新
設
し
ま
す
。

 

雲
南
市
立
病
院
と
奥
出
雲
町
立
奥
出
雲
病
院
と
の

 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
連
携
強
化
���

　
雲
南
市
立
病
院
と
奥
出
雲
町
立
奥
出
雲
病
院
が
、
こ
れ
ま

で
以
上
に
連
携
を
強
化
し
、
雲
南
市
、
奥
出
雲
町
が
積
極
的

に
関
わ
り
合
い
な
が
ら
機
能
分
化
の
協
議
や
医
師
確
保
等
に

取
り
組
ん
で
行
く
必
要
が
あ
る
と
判
断
し
、
そ
の
有
効
な
手

地域経営カレッジ

雲南市立病院

「
支
え
あ
い
健
や
か
に
暮
ら
せ
る
ま
ち
」
に

関
わ
る
政
策
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段
で
あ
る
「
地
域
医
療
連
携
推
進
法
人
」
の
設
立
に
つ
い
て
、

１
市
１
町
と
両
病
院
で
合
意
を
図
り
ま
し
た
。
今
後
、
本
年

中
の
設
立
に
向
け
、
関
係
機
関
と
協
議
し
な
が
ら
準
備
を
進

め
ま
す
。

 

田
井
診
療
所
で
の
雲
南
市
立
病
院
に
よ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
巡
回
診
療
の
継
続
�
�
�
�
�

　
田
井
診
療
所
に
お
い
て
、
雲
南
市
立
病
院
に
よ
る
巡
回
診

療
を
、
今
年
度
も
引
き
続
き
行
い
ま
す
。
４
月
１
日
以
降
は

毎
週
火
曜
日
の
午
前
の
診
療
と
し
、
市
民
バ
ス
や
デ
マ
ン
ド

タ
ク
シ
ー
で
の
利
用
が
し
や
す
く
な
り
ま
す
。

 

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の
整
備
���
�
�
�
�
�
�
�
�
�

　
施
設
の
老
朽
化

に
よ
り
、
新
た
な

施
設
の
整
備
を
進

め
て
き
た
大
東
小

学
校
区
の
「
ち
ゃ

れ
ん
じ
ク
ラ
ブ
」

は
建
設
工
事
が
完

了
し
、
４
月
よ
り

引
き
続
き
特
定
非

営
利
活
動
法
人

ほ
っ
と
大
東
に
運

営
を
委
託
し
、
開

所
し
ま
す
。

 

第
２
期
雲
南
市
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
事
業
計
画
の
策
定

�

　
幼
児
教
育
や
保
育
、
地
域
に
お
け
る
子
ど
も
・
子
育
て
支

援
を
総
合
的
に
推
進
し
て
い
く
た
め
、
令
和
２
年
度
か
ら
令

和
６
年
度
ま
で
の
５
年
間
を
計
画
期
間
と
す
る
「
第
２
期
雲

南
市
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
事
業
計
画
」
を
策
定
し
ま
し
た
。

今
後
、
す
べ
て
の
子
ど
も
が
健
や
か
に
育
つ
た
め
に
必
要
な

支
援
や
、
地
域
全
体
で
子
育
て
を
支
え
る
取
り
組
み
の
さ
ら

な
る
充
実
を
図
り
ま
す
。

 

第
４
次
雲
南
市
教
育
基
本
計
画
の
策
定 

���
�
�
�
�
�

　
令
和
２
年
度
か
ら
令
和
６
年
度
ま
で
の
５
年
間
を
計
画
期

間
と
す
る
「
第
４
次
雲
南
市
教
育
基
本
計
画
」
を
策
定
し
ま

し
た
。

　
本
計
画
で
は
、「
３
つ
の
基
本
的
な
柱
と
し
て
「『
夢
』
発

見
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
さ
ら
な
る
充
実
」、「
学
校
運
営
協
議
会
の

活
性
化
」、「
各
種
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
効
果
的
活
用
と
連

携
強
化
」
を
盛
り
込
ん
で
お
り
、
学
校
、
家
庭
、
地
域
、
行

政
が
一
体
と
な
っ
て
、
雲
南
市
の
教
育
を
推
進
し
ま
す
。

 

雲
南
市
多
文
化
共
生
推
進
プ
ラ
ン
の
策
定
���
�
�
�
�

　
雲
南
市
に
お
け
る
多
文
化
共
生
の
意
義
や
基
本
的
な
考
え

方
を
よ
り
明
確
に
し
た
「
多
文
化
共
生
推
進
プ
ラ
ン
」
を
３

月
に
策
定
し
ま
し
た
。
誰
も
が
お
互
い
を
認
め
合
い
、
尊
重

し
合
い
な
が
ら
、
暮
ら
し
や
す
い
地
域
社
会
を
築
い
て
い
き

ま
す
。

 

〝
幸
せ
を
運
ぶ
コ
ウ
ノ
ト
リ
〟
と
共
生
す
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ま
ち
づ
く
り
の
推
進
�
�
�
�
�

　
今
年
も
特
別
天
然
記
念
物
コ
ウ
ノ
ト
リ
が
西
小
学
校
の
巣

塔
で
営
巣
を
は
じ
め
て
い
ま
す
。

「
ふ
る
さ
と
を
学
び
育
つ
ま
ち
」
に
関
わ
る
政
策

　
市
で
は
、
コ
ウ
ノ
ト
リ
の
魅
力
を
「
幸さ
ち

」
と
し
て
ま
ち
づ

く
り
に
活
か
し
、
コ
ウ
ノ
ト
リ
と
の
共
生
を
図
っ
て
い
く
た

め
の
基
本
指
針
と
な
る
ビ
ジ
ョ
ン
に
基
づ
き
、
具
体
的
な
行

動
に
つ
な
げ
て
い
く
た
め
の
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
（
行
動
計

画
）
を
策
定
し
ま
し
た
。

　
関
係
機
関
と
の
さ
ら
な
る
連
携
に
よ
り
、
ア
ク
シ
ョ
ン
プ

ラ
ン
の
実
現
を
図
り
ま
す
。

 

食
の
幸
発
信
推
進
事
業
���
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

　
食
の
幸
発
信
施
設
の
整
備
に
つ
い
て
、
公
募
に
よ
り
選
定

し
た
建
築
基
本
設
計
事
業
者
の
提
案
を
も
と
に
、
基
本
設
計

お
よ
び
用
地
造
成
計
画
の
詳
細
を
検
討
し
て
い
ま
す
。
各
方

面
か
ら
の
ご
意
見
も
い
た
だ
き
な
が
ら
早
期
に
実
施
設
計
に

着
手
で
き
る
よ
う
取
り
組
み
ま
す
。

 

農
業
の
振
興

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

　
雲
南
市
農
業
ビ
ジ
ョ
ン
に
基
づ
く
取
り
組
み
に
よ
り
、
担

い
手
育
成
に
お
い
て
「
農
事
組
合
法
人
み
ん
だ
に
」
が
今
年

１
月
に
吉
田
町
に
誕
生
し
ま
し
た
。
ま
た
、
農
業
担
い
手
の

広
域
連
携
組
織
の
育
成
も
進
み
つ
つ
あ
り
、
三
刀
屋
町
や
吉

田
町
の
広
域
連
携
組
織
で
は
地
域
自
主
組
織
に
働
き
掛
け
を

ちゃれんじクラブ

平成31年４月の様子 ©雲南市教育委員会

「
挑
戦
し
活
力
を
産
み
だ
す
ま
ち
」
に関わ

る
政
策

5 市報うんなん

行
い
、
地
域
農
業
と
地
域
づ
く
り
を
一
体
的
に
進
め
る
動
き

も
図
ら
れ
つ
つ
あ
り
ま
す
。

　
今
後
も
意
欲
あ
る
担
い
手
が
将
来
に
わ
た
り
持
続
可
能
な
農

業
経
営
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
環
境
づ
く
り
に
取
り
組
み
ま
す
。

 

農
作
物
の
有
害
鳥
獣
対
策
���
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

　
農
業
法
人
等
で
農
地
を
一
体
的
に
防
護
し
や
す
い
よ
う
に
、

防
護
柵
の
資
材
と
し
て「
ガ
ル
バ
リ
ウ
ム
鋼
板
」を
加
え
ま
し
た
。

　
引
き
続
き
、
市
猟
友
会
の
皆
さ
ん
に
ご
協
力
を
い
た
だ
き

な
が
ら
有
害
鳥
獣
の
捕
獲
を
進
め
、
有
害
鳥
獣
被
害
の
防
止

に
努
め
ま
す
。

 

畜
産
振
興
���
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

　
２
年
後
の
第
12
回
全
国
和
牛
能
力
共
進
会
に
向
け
、
県
の

推
進
協
議
会
を
は
じ
め
と
す
る
関
係
機
関
の
協
力
の
も
と
、

出
品
対
策
の
強
化
に
取
り
組
み
ま
す
。
雲
南
地
域
１
市
２
町

で
協
力
し
て
、
全
国
和
牛
能
力
共
進
会
は
も
と
よ
り
そ
の
先

も
見
据
え
、
優
秀
な
県
有
種
雄
牛
を
活
用
し
た
和
牛
産
地
づ

く
り
に
尽
力
し
ま
す
。

 

林
業
の
振
興
���
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

　
森
林
経
営
管
理
法
の
施
行
に
伴
い
交
付
さ
れ
る
森
林
環
境

譲
与
税
を
活
用
し
て
、
新
た
に
既
存
作
業
道
改
良
、
作
業
道

開
設
、
新
植
支
援
お
よ
び
新
規
林
業
従
事
者
の
確
保
、
定
着

等
の
取
り
組
み
を
進
め
ま
す
。

　
ま
た
、「
新
た
な
森
林
管
理
シ
ス
テ
ム
」
の
活
用
に
よ
り
、

市
内
の
森
林
状
況
の
把
握
や
森
林
所
有
者
の
意
向
調
査
に
取

り
組
み
、
円
滑
な
森
林
施
業
を
推
進
し
ま
す
。

 

雲
南
市
役
所
分
庁
舎
の
整
備
���
�
�
�
�
�
�
�
�
�

　
重
要
な
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
で
あ
る
上
下
水
道
の
拠
点
施
設
と

し
て
の
機
能
を
強
化
す
る
た
め
、
令
和
３
年
６
月
の
竣
工
を

め
ざ
し
、
令
和
２
年
度
よ
り
本
体
工
事
に
着
手
し
ま
す
。

組織機構の見直し

「
行
政
経
営
」

①安全・安心なまちづくり関連
令和元年度 令和２年度

【主な業務】
　消防、防犯、交通安全に関すること

防災部防災安全課
防災部防災安全課
くらし安全室

②地域情報化施策の推進関連
令和元年度 令和２年度 【主な業務】

　ＩＣＴインフラ整備の推進、第５世代移動通信シ
ステムやＣＡＴＶ伝送路を利活用した地域情報化施
策に関すること

政策企画部情報政策課
政策企画部情報政策課

ＩＣＴ戦略室

③空き家対策および環境政策の推進関連
令和元年度 令和２年度

【主な業務】
　良好な生活環境の確保、環境の保全に関すること

市民環境部市民生活課
市民環境部環境政策課

市民環境部市民生活課
環境政策室

令和元年度 令和２年度

建設部都市計画課
建設部都市計画課 【主な業務】

　空き家対策の推進に関すること空き家対策室
※空き家の利活用に関する業務（空き家バンク等）は、これまでどおり「政策企画部う
んなん暮らし推進課」で所管

④教育基本計画の推進関連
令和元年度 令和２年度

【主な業務】
　小・中・高連携したキャリア教育の推進、教育の
魅力化に関すること

教育委員会社会教育課 教育委員会社会教育課

キャリア教育推進室 教育委員会
キャリア教育政策課
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健康推進課　☎0854-40-1045

～一人ひとりができる対策を知っておこう～

新型コロナウイルス
感染症に備えて

　学校や会社を休む等、外出を控えてください。やむを得ず
外出される場合は、必ずマスクを着用ください。また、毎日
体温を測定して記録しておいてください。
　感染しているのではないかとの不安から適切な相談をせず
に医療機関を受診すると、かえってご自身が医療機関におい
て感染するリスクが高まることになります。
　症状に不安なこと等があれば、一般相談窓口へ電話相談し
てください。

 発熱等の症状があった場合
一般相談窓口

 雲南保健所 
　☎ 0854-47-7777
　８：30～17：15（土・日・祝日を除く）

 厚生労働省
　☎ 0120-565653
　９：00～21：00（土・日・祝日も含む）

 コロナウイルスとは？
　発熱や上気道症状を引き起こすウイルスで、人
に感染するものはこれまでに７種類あることが分
かっており、その中の１種類が「新型コロナウイル
ス（S

サ ー ズ
ARS-C

シーオーブイツー
oV2）」です。この他の２種類は、中

東呼吸器症候群（M
マ ー ズ
ERS）や重症急性呼吸器症候群

（S
サ ー ズ
ARS）等の重症化傾向のある疾患の原因ウイルス

が含まれています。残り４種類のウイルスは、一般
の風邪の原因の10～15％（流行期は35％）を占め
ます。

 新型コロナウイルス感染症とは？
　発熱や喉の痛み、咳が長引くこと（１週間前後）
が多く、強いだるさ（倦怠感）を訴える方が多いこ
とが特徴です。感染から発症までの潜伏期間は１日
から12.5日（多くは５日から６日）と言われています。

 どうやって感染するの？
　新型コロナウイルス感染症がどのように感染する
のかについては、現時点では、飛

ひ ま つ
沫感染と接触感染

の２つが考えられます。
　⑴飛沫感染
　①感染者の咳やくしゃみ、つば等の飛沫と一緒にウ
イルスが放出

　②別の人がそのウイルスを口や鼻から吸い込み感染
　⑵接触感染
①感染者が咳やくしゃみを手で押さえる
②その手で周りの物に触れて、ウイルスが付着
③別の人がその物に触ってウイルスが手に付着
④その手で口や鼻を触って粘膜から感染

 感染経路の特徴
　「換気が悪く」、「人が密に集まって過ごすような
空間」、「不特定多数の人が接触するおそれが高い場
所」です。

新型コロナウイルス感染症（C
コ ビ ッ ド

OVID－1
ナインティーン
9）について

 新型コロナウイルス感染症が疑われる方へ
　次の症状がある方は「帰国者・接触者相談センター」に相談ください。
　・風邪の症状や37.5℃以上の発熱が４日以上続いている。
（解熱剤を飲み続けなければならないときを含みます）

　・強いだるさ（倦怠感）や息苦しさ（呼吸困難）がある。
　　※高齢者や基礎疾患等のある方は、上記の状態が２日程度続
　　　く場合
　同センターでは、相談内容から同感染症の疑いがあると判
断した場合、その方へ適切な診察を行う「帰国者・接触者外来」への受診調整を行っています。

帰国者・接触者相談センター
 雲南保健所　
　☎ 0854-47-7778
　平日　８：30～17：15
　（緊急時はこの限りではありません）

7 市報うんなん

一人ひとりができる新型コロナウイルス感染症対策とは？
　●普段の健康管理
　普段から、十分な睡眠とバランスの良い食事を
心掛け、免疫力を高めておきます。

　●適度な湿度を保つ
　空気が乾燥すると、喉の粘膜の防御機能が低下
します。乾燥しやすい室内では加湿器等を使って、
適切な湿度 (50～60％ ) を保ちます。

 他の人にうつさないために
　〈咳エチケット〉
　咳やくしゃみが出るときは、飛沫にウイルスを含
んでいるかもしれませんので、次のような咳エチ
ケットを心掛けましょう。

 新型コロナウイルスに感染しないようにするために
　まずは、石けんやアルコール消毒液等による手洗
いを行ってください。
　咳やくしゃみの症状がある方は、咳エチケットを
行ってください。
　また、持病がある方等は、上記に加えて、公共交
通機関や人混みの多い場所を避ける等、より一層注
意してください。
　●手洗い

　ドアノブや電車のつり革等さまざまなものに触
れることにより、自分の手にもウイルスが付着し
ている可能性があります。外出先からの帰宅時や
調理の前後、食事前等、小まめに手を洗います。

事業者支援策等について
商工振興課　☎ 0854-40-1052
　新型コロナウイルスによる企業への影響を緩
和し、企業を支援するための支援施策等を案内
します。
　・資金繰り支援措置
　・小学校等の臨時休業等に伴う保護者の休暇取得支援
　・雇用調整助成金の特例措置　・経営相談窓口設置　等
　詳細は市ホームページに掲載しています。

二次元コード

新型コロナウイルス感染症に
関する情報
　市ホームページに
　掲載しています。

二次元コード

出典：首相官邸ホームページ (https://www.kantei.go.jp/jp/headline/kansensho/coronavirus.html)
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　島根県が施工する昭和ため池改修工事および南村工
区・和野工区の圃場整備工事の竣工式が南村地区圃場
整備委員会および和野地区圃場整備委員会、山王寺昭
和ため池改修委員会、海潮地区振興会の主催により海
潮交流センターで開催され、関係者らが出席しました。
　ため池改修、圃場整備により、農業用水の安定的な
供給や生産性の向上、農地の利用集積等が進むことが
期待されます。

▲あいさつをする海潮地区振興会　錦
にしこおり
織忍

しのぶ
会長

山王寺昭和ため池改修工事、
南村地区・和野地区圃場整備工事竣工式

2/15㊏

▲基礎を積み上げる様子 ▲積み上げた缶を崩すのも楽しみのひとつ ▲終盤に脚立を使って積み上げる選手

　雲南市スポーツ少年団団員交流活動として「空き缶
積み上げ大会」が三刀屋文化体育館アスパルで開催さ
れ、小学生と指導者で構成された16チーム約100人が
出場しました。
　選手たちは制限時間の中で協力しながら、一生懸命
に缶を積み上げ優勝をめざしました。中には、一番高
く積み上げていたチームの缶が運悪く崩れ、形勢逆転
することもあり、制限時間終了を告げるブザーが鳴る
までは、選手だけでなく応援席、審査員も手に汗握り
ました。

空き缶積み上げ大会2/9㊐
　今大会で一番高かった記録は、
２ｍ71㎝６㎜（チーム・いつき）でした。

 結果は以下のとおりです。
　第１位　チーム・いつき
　　　　　（木次スポーツ少年団　木次ラ・スリーズ）
　第２位　ガールドラゴンズ（掛合レッドドラゴンズ）
　第３位　木次スポ少バレー部A（木次スポーツ少年団）

２ｍ71㎝６㎜（チーム・いつき）でした。２ｍ71㎝６㎜（チーム・いつき）でした。２ｍ71㎝６㎜（チーム・いつき）でした。２ｍ71㎝６㎜（チーム・いつき）でした。２ｍ71㎝６㎜（チーム・いつき）でした。
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　吉田町上山の善
ぜん
福
ぷく
寺
じ
で恒例の「餅さし」行事が行わ

れ、多くの観客でにぎわいました。
　この「餅さし」行事は、天保11年（西暦1840年）
から始まり、今日まで180年も続いている伝統行事で、
大小２つ合わせて約44kg の大餅を片手で持ち上げた
回数を競うもので、市の無形民俗文化財にも指定され
ています。
　餅は地元の皆さんにより午前０時過ぎに「ときの声」
を上げながら、上山の集落センターから寺の観音堂ま
で運び、13時から行われた「餅さし」行事では、参

　平成29年度より新たな企業団地として整備してき
た神原企業団地の第１期造成工事の完了に伴い竣工式
を行い、地元関係者、工事関係者等が出席しました。
　速水市長は「関係者の皆様のご理解・ご協力に支え
られ無事に竣工を迎えることができ、深く感謝する。
人口の社会増、定住促進を進める上で、雇用の場の確
保は必要不可欠であると考え、アクセス性の高い魅力
ある企業団地整備を引き続き進める」と式辞を述べま

「餅さし」行事
ぜん

2/16㊐

神原企業団地造成工事竣工式2/22㊏

加者が順に大きな餅を担ぎ、回数を
競い合いました。

　優　勝　芝
しば
原
はら
　康
こう
祐
すけ
さん（吉田町）　

　準優勝　品
しな
川
がわ
　大

や ま と
和さん（吉田町）

した。
　神原企業団地は、松江市との境界
近くの中国横断自動車道尾道松江線
加茂バスストップ付近に整備しました。

▲優勝した芝原さん（右） ▲準優勝の品川さん

▲式典セレモニーの様子▲式辞を述べる速水市長
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人
口
の
社
会
増
を
め
ざ
し
た
主
な
取
り
組
み

c o l u m n
市長
コラム

　
い
よ
い
よ
新
年
度
を
迎

え
ま
し
た
。
令
和
２
年
度

か
ら
は
じ
ま
る
こ
れ
か
ら
の
地
域
づ
く
り
に
つ
い

て
お
話
し
ま
す
。

　
昨
年
度
ま
で
の
雲
南
市
の
「
ま
ち
づ
く
り
総
合

計
画
」
と
、
そ
れ
と
一
体
の
「
地
方
創
生
総
合
戦

略
」
で
は
、「
人
口
の
社
会
増
」
を
め
ざ
し
て
さ

ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
を
進
め
て
き
ま
し
た
。
し
か

し
な
が
ら
、
東
京
へ
の
一
極
集
中
が
加
速
傾
向
に

あ
る
こ
と
や
、「
就
職
・
結
婚
」、「
住
宅
」
等
を

理
由
に
松
江
市
や
出
雲
市
へ
の
転
出
超
過
が
続
い

て
い
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
人
口
の
社
会
減
が
続
い

て
い
る
状
況
で
す
。

　
一
方
、「
定
住
基
盤
の
整
備
」
と
「
人
材
の
育
成
・

確
保
」
に
関
わ
る
施
策
を
着
実
に
進
め
て
き
た
こ

と
に
よ
り
、
子
育
て
し
や
す
い
環
境
で
あ
る
と
感

じ
る
保
護
者
の
割
合
や
、
雲
南
市
内
へ
新
た
な
住

宅
を
建
築
す
る
世
帯
数
も
微
増
し
て
い
ま
す
。

　
こ
う
し
た
状
況
を
踏
ま
え
、
今
後
も
「
人
口
の

社
会
増
」
を
め
ざ
し
、そ
の
重
点
戦
略
で
あ
る
「
定

住
基
盤
の
整
備
」
と
「
人
材
の
育
成
・
確
保
」
に

取
り
組
み
ま
す
。

　
ま
ず
、
重
点
戦
略
「
そ
の
１
」
の
定
住
基
盤
の

整
備
に
つ
い
て
は
、
子
育
て
分
野
、
仕
事
分
野
、

住
ま
い
分
野
、
移
住
・
定
住
分
野
の
充
実
を
図
り

ま
す
。

　
そ
の
う
ち
、
子
育
て
分
野
で
は
、
子
育
て
に
伴

う
経
済
的
負
担
の
軽
減
、
子
育
て
相
談
機
能
の
充

実
な
ど
、
安
心
し
て
子
育
て
で
き
る
環
境
づ
く
り

に
取
り
組
み
ま
す
。

　
仕
事
分
野
で
は
、
企
業
誘
致
や
地
場
産
業
の
振

興
等
に
加
え
、
起
業
・
創
業
等
の
支
援
を
行
い
、

地
域
の
活
力
を
生
み
出
す
産
業
振
興
に
取
り
組
み

ま
す
。

　
住
ま
い
分
野
で
は
、
子
育
て
世
帯
の
マ
イ
ホ
ー

ム
建
設
の
促
進
や
Ｕ
Ｉ
タ
ー
ン
・
定
住
促
進
に
向

け
て
、
住
宅
建
設
、
宅
地
購
入
や
空
き
家
活
用
等

に
関
す
る
支
援
に
取
り
組
み
ま
す
。

　
移
住
・
定
住
分
野
で
は
、
移
住
・
定
住
促
進
の

た
め
、
定
住
支
援
ス
タ
ッ
フ
や
定
住
協
力
員
を
配

し
て
、移
住
希
望
者
等
の
相
談
や
生
活
サ
ポ
ー
ト
、

情
報
発
信
等
に
取
り
組
み
ま
す
。

　
次
に
、重
点
戦
略
「
そ
の
２
」
の
人
材
の
育
成
・

確
保
に
つ
い
て
は
、
子
ど
も
チ
ャ
レ
ン
ジ
、
若
者

チ
ャ
レ
ン
ジ
、
大
人
チ
ャ
レ
ン
ジ
、
企
業
チ
ャ
レ

ン
ジ
の
連
鎖
に
よ
る
人
材
の
育
成
、
確
保
に
努
め

ま
す
。

　
ま
ず
、
子
ど
も
チ
ャ
レ
ン
ジ
で
は
、
教
育
魅
力

化
推
進
事
業
、
小
学
校
英
語
教
育
推
進
事
業
、「
中

高
生
の
！
幸
雲
南
塾
」
事
業
等
に
よ
り
、
児
童
・

生
徒
が
「
自
立
し
た
社
会
性
の
あ
る
大
人
」
に
な

る
た
め
の
成
長
を
後
押
し
し
ま
す
。

　
若
者
チ
ャ
レ
ン
ジ
で
は
、
志
の
あ
る
大
学
生
・

若
者
・
市
内
事
業
者
に
よ
る
地
域
に
必
要
な
社
会

的
意
義
の
あ
る
新
た
な
事
業
へ
の
挑
戦
を
支
援
し

ま
す
。

　
大
人
チ
ャ
レ
ン
ジ
で
は
、
地
域
を
担
う
多
様
な

人
材
を
育
成
す
る
た
め
、
地
域
自
主
組
織
や
活
動

団
体
等
の
啓
発
や
磨
き
合
い
を
支
援
し
ま
す
。
ま

た
、
地
域
自
主
組
織
の
活
動
に
見
合
っ
た
法
人
制

度
の
構
築
に
取
り
組
み
ま
す
。

　
企
業
チ
ャ
レ
ン
ジ
で
は
、
地
域
と
市
内
外
の
企

業
に
よ
る
連
携
協
働
を
進
め
、
社
会
課
題
の
解
決

に
つ
な
が
る
新
事
業

の
創
出
に
取
り
組
み

ま
す
。

　
人
口
の
社
会
増
を

め
ざ
し
て
、
令
和
２

年
度
も
多
様
な
関
係

者
の
協
働
に
よ
る
支

え
合
い
の
仕
組
み

づ
く
り
を
進
め
ま

し
ょ
う
。

▲所信表明を述べる速水市長

雲南神楽フェスティバル　
　第15回雲南神楽フェスティバルが木次経済文化会
館チェリヴァホールで開催され、市内で活動する８団
体が出演しました。会場には450人が訪れ、出雲神楽
の幽玄な舞を観賞しました。

2/23㊐
　この日は、おなじみ「大

お ろ ち た ち じ
蛇退治」

の他、餅撒きのある「国
くにゆずり
譲」をは

じめ、創作神楽「佐
さ せ の き
世ノ木」等、数多くの演目が披露

されました。
」等、数多くの演目が披露」等、数多くの演目が披露」等、数多くの演目が披露」等、数多くの演目が披露」等、数多くの演目が披露」等、数多くの演目が披露」等、数多くの演目が披露」等、数多くの演目が披露」等、数多くの演目が披露」等、数多くの演目が披露」等、数多くの演目が披露」等、数多くの演目が披露」等、数多くの演目が披露

▲南加茂貴船神楽社中「山
さんじんさい
神祭」

▲深野神楽保存会「茅
ち
の輪

わ
」

▲小河内神楽社中「五
ごぎょう
行」

▲須所若獅子会「彦
ひこはる
春」

▲山王寺和野神楽社中「天
てんじん
神」

▲槻屋神楽保持者会「国譲」

▲佐世神楽社中「佐世ノ木」

▲西日登神楽社中「簸
ひ
の川
かわ
大蛇退治」
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4月で4月で
満　歳ＨＯＰＥ

おめでとう

わが家の

５月で満１歳（令和元年５月生まれ）のお子さんを募集！
　写真に①お子さんの名前（ふりがな）、②お子さんの誕生日、③ご両親の名前（ふりがな）、④住所、⑤電話番号、
　⑥コメント（40字程度）を添え、郵便またはE-Mailで４月９日(木)までに情報政策課へ送付ください。

　【問】情報政策課☎0854-40-1015　
　※携帯電話で撮影される場合、顔のアップを撮影されると枠にきれいにおさまらないことがありますので注意ください。
　※市ホームページおよび子育てポータルサイトにも「わが家のHOPE」を掲載します。　※お送りいただく個人情報は「わが家のHOPE」以外の目的には使用しません。
　※郵便物またはメールが届きましたら、情報政策課から「到着確認」の電話をかけます。投稿後、当課から電話がないときは問い合わせください。

郵送される場合のあて先
　〒 699-1392　雲南市木次町里方 521-1
　雲南市役所情報政策課「わが家の HOPE」係

E-Mail で送付される場合のあて先
　jyouhouseisaku ＠ city.unnan.shimane.jp
　（タイトルは「わが家の HOPE」としてください。）

愛
あいり

莉ちゃん（木次町下熊谷）
平成 31年４月５日生まれ
あいちゃん１歳の誕生日おめでとう
これからも可愛い笑顔をいっぱい
見せてね

長は
せ
が
わ
谷
川
拓た
く
や也
さ
ん
・
和か
ず
み美
さ
ん
の
お
子
さ
ん

悠
はるま

真ちゃん（大東町下阿用）
平成 31年４月８日生まれ
１歳おめでとう
これからもたくさん笑って、すく
すく大きくなってね

槇ま
き
は
ら原
弘ひ
ろ
と人
さ
ん
・
歩あ
ゆ
み美
さ
ん
の
お
子
さ
ん

瑛
えいしん

心ちゃん（大東町新庄）
平成 31年４月３日生まれ
えいちゃん１歳おめでとう
これからも元気に、楽しく過ごして
いこうね

曽そ

た田
健け
ん
た
ろ
う

太
郎
さ
ん・かか

お

り
ほ
り
さ
ん
の
お
子
さ
ん

結
ゆいか

香ちゃん（木次町東日登）
平成 31年４月２日生まれ
ゆいかちゃん１歳おめでとう
お姉ちゃん、お兄ちゃんと
仲よく元気に育ってね

景か
げ
や
ま山
潤じ
ゅ
ん
や也
さ
ん
・
優ゆ
う
な奈
さ
ん
の
お
子
さ
ん

紗
さ ら

愛ちゃん（木次町山方）
平成 31年４月 11日生まれ
１歳の誕生日おめでとう  さらちゃん
の笑顔に毎日、癒されてるよ  
これからも元気に育ってね（¨） ）

木き
い
ろ色

晃あ
き
ひ
ろ宏

さ
ん
・
優ゆ

み実
さ
ん
の
お
子
さ
ん

成
まさおみ

臣ちゃん（加茂町南加茂）
平成 31年４月３日生まれ
まさおみ１歳のお誕生日おめでとう
生まれてきてくれてありがとう
いっぱい笑って元気に育ってね

寺て
ら
だ田

昇し
ょ
う
へ
い平

さ
ん
・
梢こ

ず
えさ

ん
の
お
子
さ
ん

航
こうすけ

輔ちゃん（三刀屋町粟谷）
平成 31年４月 18日生まれ
航輔くん１歳の誕生日おめでとう
これからもお兄ちゃんといっぱい遊
んで元気に大きくなってね

陶す
や
ま山
智と
も
の
り則
さ
ん
・
め
ぐ
み
さ
ん
の
お
子
さ
ん

桜
おうた

太ちゃん（大東町前原）
平成 31年４月 27日生まれ
お誕生日おめでとう
うまれてくれてありがとう
たくさん笑って大きくな～れ

若わ
か
つ
き槻

洋よ
う
た太

さ
ん
・
彰し

ょ
う
こ子

さ
ん
の
お
子
さ
ん

あかりちゃん（木次町里方）
平成 31年４月 12日生まれ
あかりちゃん、1 歳おめでとう
ステキな笑顔をたやさず、すくすく
育ってね

名な
ば
ら原
史ふ
み
や也
さ
ん
・
亜あ

ゆ

み
由
美
さ
ん
の
お
子
さ
ん
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雲南病院だより

雲
南
病
院
だ
よ
り

ス
ギ
花
粉
の
増
加
と
観
測 

　
戦
後
全
国
の
山
林
に
広
く
植
林

さ
れ
た
ス
ギ
・
ヒ
ノ
キ
は
、
昭
和

35
年
ご
ろ
か
ら
手
入
れ
が
疎
か
に

な
る
と
と
も
に
多
く
の
花
粉
を
飛

散
さ
せ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
に
伴
い
、
ス
ギ
・
ヒ
ノ
キ
花

粉
症
患
者
の
増
加
が
認
め
ら
れ
、

社
会
的
に
も
注
目
さ
れ
る
こ
と
と

な
り
ま
し
た
。
ス
ギ
花
粉
症
の
有

病
率
は
、
全
国
平
均
で
26
・
5
％

と
高
く
4
人
に
1
人
以
上
が
ス
ギ

花
粉
症
患
者
で
す
。
島
根
県
の
有

病
率
は
13
・
1
％
と
全
国
平
均
に

比
べ
る
と
低
い
で
す
が
、
年
々
増

加
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

　
市
立
病
院
で
は
平
成
９
年
よ
り

病
院
屋
上
に
花
粉
捕
集
器
を
設
置

し
、
花
粉
観
測
を
行
っ
て
い
ま

す
。
観
測
し
た
結
果
は
島
根
大
学

医
学
部
で
島
根
県
各
地
の
デ
ー
タ

と
と
も
に
集
計
さ
れ
、
島
根
大
学

医
学
部
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
さ

れ
、
テ
レ
ビ
と
新
聞
各
社
に
情
報

を
提
供
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
例
年

ス
ギ
花
粉
は
2
月
中
旬
か
ら
４
月

上
旬
ま
で
、
ヒ
ノ
キ
花
粉
は
３
月

下
旬
か
ら
５
月
上
旬
ま
で
飛
散
し

ま
す
。

花
粉
飛
散
状
況 

　
島
根
県
各
地
に
お
け
る
平
成
31

年（
令
和
元
年
）の
ス
ギ
・
ヒ
ノ
キ

花
粉
飛
散
総
数
を
図
１
に
示
し
ま

す
。
県
内
６
ヵ
所
の
測
定
地
の
中

で
、
雲
南
市
は
吉
賀
町
に
つ
い
で

２
番
目
に
多
い
飛
散
地
と
な
っ
て

い
ま
す
。
例
年
同
様
の
傾
向
で
、

出
雲
市
、
松
江
市
な
ど
日
本
海
に

近
い
地
点
で
花
粉
が
少
な
く
、
山

間
部
で
多
い
傾
向
に
あ
り
、
北
西

か
ら
の
季
節
風
の
影
響
が
考
え
ら

れ
ま
す
。
隠
岐
の
島
町
で
は
ヒ
ノ

キ
花
粉
が
少
な
い
傾
向
で
す
。

　
雲
南
市
の
過
去
16
年
間
の
花
粉

飛
散
状
況
を
図
２
に
示
し
ま
す
。

ス
ギ
・
ヒ
ノ
キ
花
粉
飛
散
数
は
前

年
夏
の
気
候
状
況
に
影
響
さ
れ
、

最
高
気
温
と
平
均
気
温
、
日
照
時

間
の
値
が
高
い
ほ
ど
、
ま
た
、
降

水
量
と
湿
度
の
値
が
低
い
ほ
ど
翌

年
の
飛
散
数
が
増
加
し
ま
す
。
ま

た
樹
木
に
は
１
年
ご
と
に
大
量
飛

散
、
少
量
飛
散
を
繰
り
返
す
隔
年

結
実
現
象
の
特
徴
も
あ
る
こ
と
か

ら
奇
数
年
で
多
く
、
偶
数
年
で
少

な
い
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
平
成
31

年（
令
和
元
年
）は
大
量
飛
散
年
で

し
た
が
、
そ
の
年
の
夏
の
気
候
条

件
は
花
粉
増
加
の
因
子
が
少
な

か
っ
た
こ
と
か
ら
、
令
和
２
年
の

飛
散
数
は
例
年
ど
お
り
か
少
な
い

と
予
測
し
て
い
ま
す
。
ス
ギ
花
粉

飛
散
開
始
は
１
月
か
ら
の
最
高
気

温
の
積
算
値
に
影
響
を
受
け
ま
す

が
、
今
年
は
１
月
か
ら
の
寒
さ
が

厳
し
く
な
か
っ
た
た
め
、
飛
散
開

始
が
早
ま
り
、
観
測
開
始
後
最
も

早
い
２
月
１
日
よ
り
飛
散
開
始
を

認
め
ま
し
た
。

花
粉
症
対
策 

　
ス
ギ
・
ヒ
ノ
キ
花
粉
症
に
対
す

る
治
療
と
し
て
は
、
ま
ず
花
粉
の

回
避
が
重
要
で
す
が
、
次
に
抗
ヒ

ス
タ
ミ
ン
薬
を
中
心
と
し
た
薬
物

療
法
が
重
要
と
な
り
ま
す
。
眠

気
、
作
業
効
率
の
低
下
等
の
無
い

薬
剤
の
選
択
や
、
鼻
閉
に
対
す
る

効
果
を
有
す
る
薬
剤
、
食
事
の
影

響
を
受
け
な
い
薬
剤
、
貼
付
剤
等

の
選
択
肢
も
増
え
て
お
り
、
患
者

さ
ん
に
合
っ
た
薬
剤
選
択
が
重
要

と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
ス
ギ

花
粉
の
抗
原
物
質
に
対
す
る
ア
レ

ル
ギ
ー
反
応
を
抑
制
し
、
体
質
を

改
善
す
る
目
的
の
舌ぜ
っ
下か

免
疫
療
法

も
行
わ
れ
て
お
り
、
長
期
間
の
治

療
を
必
要
と
す
る
も
の
の
症
状
の

改
善
が
期
待
で
き
ま
す
。
最
近
で

は
、
高
価
な
薬
剤
で
す
が
ア
レ
ル

ギ
ー
症
状
を
引
き
起
こ
す
抗
体
を

直
接
抑
制
す
る
注
射
薬
の
製
剤
も

開
発
さ
れ
て
お
り
、
さ
ら
に
治
療

の
選
択
肢
が
増
え
て
い
ま
す
。
ス

ギ
・
ヒ
ノ
キ
花
粉
症
の
治
療
に
つ

い
て
の
相
談
が
あ
り
ま
し
た
ら
、

当
院
耳
鼻
咽
喉
科
ま
た
は
最
寄
り

の
耳
鼻
咽
喉
科
医
院
に
相
談
く
だ

さ
い
。

雲
南
市
の
ス
ギ
・
ヒ
ノ
キ
花
粉
飛
散
状
況
と

花
粉
症
対
策

耳
鼻
咽い
ん
喉こ
う
科
　
統
轄
副
院
長
　
佐さ

野の

　
啓け
い
介す
け
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雲南市 出雲市 松江市 吉賀町 隠岐の島町 大田市
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図１：平成31年（令和元年）の島根県各地のスギ・ヒノキ花粉飛散総数
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）

図２：雲南市のスギ・ヒノキ花粉飛散数の推移
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雲南病院だより

　
昨
年
度
も
市
内
小
学
校
で
ふ
る

さ
と
教
育
の
授
業
に
参
加
し
ま
し

た
。
ふ
る
さ
と
教
育
は
、
医
療
現

場
の
視
点
か
ら
ふ
る
さ
と
の
将
来

に
果
た
す
べ
き
役
割
に
つ
い
て
考

え
る
こ
と
で
、
医
療
に
関
心
を
持

ち
、
ま
た
地
域
医
療
の
課
題
を
知

り
、
今
後
、
こ
の
地
域
に
貢
献
し

て
欲
し
い
医
療
人
材
を
増
や
す
こ

と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　
１
月
21
日
の
加
茂
小
学
校
か
ら

始
ま
り
、
阿
用
小
学
校
（
１
月
31

日
、
２
月
７
日
）、
掛
合
小
学
校

（
２
月
18
日
）、
木
次
小
学
校
（
２

月
20
日
）
の
ふ
る
さ
と
教
育
の
授

業
に
参
加
し
ま
し
た
。

　
病
院
か
ら
は
、医
師
や
助
産
師
、

看
護
師
、
薬
剤
師
、
検
査
技
師
、

事
務
員
が
出
向
き
、
病
院
の
紹
介

と
そ
れ
ぞ
れ
専
門
職
の
立
場
か
ら

仕
事
の
内
容
や
や
り
が
い
な
ど
を

話
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
病
院
に
限
ら
ず
、
社
会

に
は
た
く
さ
ん
の
仕
事
が
あ
る
こ

と
を
伝
え
、
み
ん
な
に
は
可
能
性

が
た
く
さ
ん
あ
る
こ
と
を
伝
え
て

き
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
縫
合
体
験
、
腹
腔
鏡

体
験
、
採
血
体
験
、
調
剤
体
験
等

の
医
療
体
験
を
実
施
し
、
楽
し
さ

か
ら
興
味
関
心
に
つ
な
が
る
よ
う

授
業
を
行
い
ま
し
た
。

　
小
学
校
の
規
模
に
よ
っ
て
、
体

験
の
仕
方
や
伝
え
方
は
異
な
り
ま

す
が
、
私
た
ち
医
療
職
の
思
い
が

児
童
へ
届
い
た
ら
い
い
な
、
と

思
っ
て
い
ま
す
。

新型コロナウイルスに関するお知らせ
面会制限についてのお願い

　インフルエンザの感染予防のため、入院中の患者さんへの面会をご家族のみに制限させていただいていました
が、新型コロナウイルス感染拡大防止のため、面会制限を継続いたします。
　面会を希望されるご家族の方は、病棟スタッフルームへ申し出ていただき、面会の許可を受けてください。
　面会は、必要最小限とし、短時間の面会をお願いします。
　面会の際には、検温により熱が無いことを確認させていただきます。
　発熱・風邪症状のある方は、面会をお断りいたします。また、面会の際は必ずマスクの着用と入室前には手指
消毒をお願いします。
　感染拡大防止のため、ご迷惑をお掛けしますが、よろしくお願いします。

感染を予防するために注意すること
　せっけんによる手洗いや手指消毒用アルコールによる消毒等を行い、できる限り混雑した場所を避けてくださ
い。また、十分な睡眠をとることも重要です。
　屋内でお互いの距離が十分に確保できない状況で一定時間を過ごすときは注意ください。（厚生労働省ＨＰよ
り）

ふ
る
さ
と
教
育
で
市
内
小
学
校
へ

加茂小学校阿用小学校木次小学校

採血体験腹腔鏡体験

縫合体験

聴診器体験

病院ボランティアのお話 調剤体験
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雲南病院だより

　当診療所は昭和33年に有床診療所として開設以来、
時代や地域の状況にあわせ診療体制を少しずつ変化さ
せながら、掛合町周辺の医療の一翼を担ってきました。
昨年４月１日より雲南市立病院と経営統合し雲南市立
病院附属掛合診療所として新たなスタートを切りまし
た。
　現在は、市立病院地域ケア科と外科で一般診療を、
整形外科が月２日の診療、あわせて週４日歯科診療を
行っています。また、外来業務に加え、訪問診療、公
衆衛生事業（健診・予防接種等）、特別養護老人ホー
ム嘱託医も行っています。
　掛合町は隣接する吉田町と並び、医療過疎が進んで
いる雲南市の中でもさらに医師数が少ない地域です。
掛合町の人口約3000人を当診療所と開業医１人で診
察しています。
　しかし、人口数から予測される外来患者数と実際の
診療所受診者数には大きな乖離があります。その理由
として周辺地域へのアクセスが比較的良いことがあげ
られ、車で北に約40分で出雲市、南に約20分で飯南
病院があり、町外で受診される方もいます。昨年から
今年にかけてのインフルエンザワクチン接種の際に、
普段診療所以外にかかりつけ医がある地域の方の受診
が多いことで気付きました。なかには90代の超高齢
者が出雲市の医療機関で降圧剤のみを処方されている
ケースもあり、将来移動が困難になってくるときのこ
とも考慮し、地域でかかりつけ医を持っておいた方が
良いことをお伝えしました。
　市立病院の「地域医療日本一をめざす」という目標

に基づき、当診療所も地域に必要とされる診療所をめ
ざしていく方針です。そこで、昨年度からの体制変更
に伴い、少しずつ診療所から地域の方々に向けた取り
組みや情報発信を始めています。受診機会についての
アンケートをはじめ、当該地域住民の受療行動に関す
る研究を進めています。その中で住民の方が診療所を
どのように利用しているか、どのような存在として受
け入れられているのか、住民の方にとって地域に診療
所がある意義について明らかにし、診療所のあるべき
姿を模索しています。
　また、一般住民向けに各集落で健康講話を行い、住
民の方に診療所医師を知ってもらい、どのような医療
をしているか知ってもらう機会を作っています。前述
した超高齢者の降圧剤のケースのように地域にかかり
つけ医を持たない住民の方も多く、診療所をより多く
の方に知ってもらい、利用してもらう重要性を強く感
じています。地域に根差した診療所として在宅医療の
充実は必須と考えています。医師が持ち回りで日中の
みしか診療所にいないことから、夜間の対応等課題は
山積していますが市立病院とも連携し、住み慣れた地
域で生活を続けていく一助になれればと考えておりま
す。嘱託医業務についても利用者のA

ア ド バ ン ス

dvance C
ケ ア

are 
P
プ ラ ン ニ ン グ

lanning※1に関する面談をしたり、まめネット※2を
用いた情報共有の在り方を模索したりと新たな取り組
みを始めています。
　今後も地域に目を向けながら、地域で必要とされる
診療所をめざし職員一同精進します。

　　　　「掛合」を勉強中です
　～地域にもっと必要とされる診療所をめざして～

附属掛合診療所土曜日外来休診
４月より、附属掛合診療所は土曜日の外来診療を休診とさせ
ていただきます。
市民の皆さんにはご迷惑をお掛けしますが、よろしくお願い
します。

※１ Advance Care Planning…今後の治療・療養
について患者・家族と医療従事者があらかじめ話し
合う自発的な過程

※２ まめネット…まめネットは県内医療機関、訪問看護・
介護事業所等を相互につなぐ医療情報ネットワーク

附属掛合診療所、この一年

笠
りゅう

　芳
よし

紀
のり

 所長

学生とともに 掛合小学校（ふるさと教育） 出前講座の様子
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雲南病院だより

　先日いただいた質問はこれです。
　「一体、体温って何度から
 発熱っていうんですか？」
いかがでしょうか？
皆さんは何度から発熱と呼んでいますか？

　最近は新型コロナウイルス の問題で発熱に関して
はいろいろ議論されていますが、今回は熱に関する一
般的なことをお話ししたいと思います。

　体温について医療職は38度や38度5分出たときに
発熱と呼ぶことが多いです。なぜなら、その場合、感
染症に掛かっていることが多いからです。住民の皆さ
んの中でもそのような判断をされていることも多いか
なと思います。

　この熱の基準、実は「一律」に決まっていないこ
とが分かってきています。
人の体は年とともに変化するものであり、子どもから
高齢者まで同じ基準というものおかしい話ですよね。

近年の研究で分かってきたことは、
「年齢とともに、体温は下がる傾向にあること」
そして65歳以上の方では、
「37.2度から感染症に掛かっている可能性がある」
とされています。もちろん個人差があり、一概には言
えませんが、一般的に思われている38度よりもかな
り低い温度になっています。

　「なんとなくだるいけど、熱がないから大丈夫かな」
と思っている65歳以上の方、もし37度2分を超える
ことがあったら、感染症で発熱している可能性があり
ますので、自身で対応して良くならないときは我慢せ
ずに病院を受診してください。

このコーナーでは総合診療医が患者さんからいただいた質問をもとに住民の
皆さんがお困りの症状について解説していきます。

 日 時：４月24日（金）　13：30～15：30 
 場 所：市立病院　管理棟　４階大会議室 
 内 容：ピアノコンサート、茶話会 
 　　　 演奏者：内

うち
田
だ

　佳
か

能
の

さん 

院内サロン 「ふれ愛♡」

８周年 記念イベントの
             お知らせ

 

総合診療医が答える総合診療医が答える

「こんな疑問 もっていませんか？」

院内サロンとは：
病気についての不安を抱える患者さん・ご家族の交流の場であり情報交換・学習の場です。
参加費は必要ありません。どなたでも自由に参加できるサロンです。

４，５，６月の開催日（毎月第２・第４金曜日）

　４月１０日 （金） ・ ２４日 （金）

　５月　８日 （金） ・ ２２日 （金）

　６月１２日 （金） ・ ２６日 （金）

時　間 ： １３ ： ３０～１５ ： ３０

場　所 ： 市立病院　中央棟２階　検診・人間ドック室

問い合わせ先 ：
　市立病院　健康管理センター
　　☎0854-47-7510

お気軽に
お越し　　　

　ください。
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身
体
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育
医
学
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所
う
ん
な
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２
月
７
日
㈮
、「
生
涯
ス
ポ
ー

ツ
・
体
力
つ
く
り
全
国
会
議
２
０

２
０
」
が
松
江
市
で
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
こ
の
会
議
は
、
ス
ポ
ー

ツ
庁
が
め
ざ
す
、「
生
活
の
中
に

自
然
と
ス
ポ
ー
ツ
が
取
り
込
ま

れ
、
多
く
の
方
が
ス
ポ
ー
ツ
を
楽

し
め
る
社
会
」
の
実
現
の
た
め

に
、
地
方
公
共
団
体
、
ス
ポ
ー
ツ

団
体
等
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
の
方
が

参
加
し
、
最
新
の
研
究
や
活
動
を

聴
講
し
て
意
見
交
換
を
行
う
全
国

イ
ベ
ン
ト
で
す
。
会
議
で
は
、
鈴す

ず

木き

大だ
い

地ち

ス
ポ
ー
ツ
庁
長
官
と
お
笑

い
タ
レ
ン
ト
ら
に
よ
る
討
論
集
会

の
他
、
全
国
各
地
の
ス
ポ
ー
ツ
普

及
に
関
わ
る
先
進
的
な
取
り
組
み

や
研
究
の
成
果
を
発
表
す
る
分
科

会
・
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
等
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

　市の特定健診・がん検診等を身近に感じ、雲南市健康都市宣言を普及する
ことを目的に「まめなかね川柳」を募集したところ、120作品の応募があり
ました。幅広い年代の方から、たくさんの応募をいただきありがとうござい
ました。応募作品の中から雲南市健康づくり推進協議会において厳正な審査
を行い、入賞作品を決定しましたので発表に併せ、紹介します。

　入賞作品については、今後の健康づくり活動の普及に活用させていただきます。
　今年度の「健診（検診）のしおり」に、健康増進実施計画の健康スローガンを掲載しています。ぜひ健康づく
りの取り組みの様子を川柳にして応募ください（今年度の募集は10月からです）。

　
今
回
、「
ス
ポ
ー
ツ
で
健
康
な

街
づ
く
り
」
を
テ
ー
マ
と
し
た
分

科
会
で
、
雲
南
市
・
研
究
所
う
ん

な
ん
が
平
成
21
年
か
ら
継
続
的
に

取
り
組
ん
で
き
た
「
運
動
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
」
の
成
果
に
関
す
る
話
題

提
供
を
行
い
ま
し
た
。

　
地
域
ぐ
る
み
に
よ
る
息
の
長
い

運
動
普
及
の
取
り
組
み
に
多
く
の

来
場
者
が
関
心
を
持
た
れ
た
よ
う

で
、
発
表
後
の
総
合
討
論
や
そ
の

終
了
後
に
も
多
く
の
質
問
が
寄
せ

ら
れ
ま
し
た
。

　
今
後
も
研
究
所
で
は
、
市
民
を

は
じ
め
多
く
の
人
々
に
健
康
づ
く

り
の
新
し
い
知
見
や
情
報
を
発
信

し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

 

「ばあちゃんの　長寿の秘訣　笑うこと」

山
やま
本
もと
　由

ゆ
美
み
さん（加茂町）

【選考理由】・おばあちゃんが元気な笑顔で生活
している様子が伝わる。

　　　　　・リズミカルで伝わりやすい。
　　　　　・楽しい毎日を過ごしている人は長

生きできる！と伝わる。

　　　　　　　　　　　　　　　　（３作品）
「歩かやね　からだアチコチ　良んなアよ」

坂
さか
本
もと
　正
まさ
夫
お
さん（大東町）

【選考理由】　方言が多く親しみやすく、おもしろ
い印象の作品。

「ひい孫と　パプリカ踊って　健康づくり」
足
あ
立
だち
　恵
けい
子
こ
さん（加茂町）

【選考理由】　内容が今風で楽しげ。「ひ孫」という
ところからもおばあちゃん（おじい
ちゃん）の元気さが伝わる。

「夫婦して　けんかしながら　ウォーキング」
持
もち
田
だ
　茂
しげ
子
こ
さん（加茂町）

【選考理由】　けんかしながらも仲良く夫婦で歩い
ている姿が浮かぶ温かい作品。

こんにちは、

です。

176

保健師保健師保健師保健師保健師保健師保健師保健師保健師保健師保健師保健師保健師保健師保健師保健師保健師保健師保健師保健師保健師保健師保健師保健師保健師保健師保健師保健師保健師保健師保健師保健師保健師保健師保健師保健師保健師保健師保健師保健師保健師保健師保健師保健師保健師保健師保健師保健師保健師保健師保健師保健師保健師保健師保健師保健師保健師保健師
令和元年度　まめなかね川柳　受賞者発表

このコーナーでは、健康づくりに役立つ

情報や身体教育医学研究所うんなんの活

動についてお知らせします！

152

雲
南
市
の
取
り
組
み
を
全
国
に
発
信

「
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
・
体
力
つ
く
り

全
国
会
議
」
松
江
市
で
開
催

総合討論に出席する北
きた

湯
ゆ

口
ぐち

 純
じゅん

主任研究員（右から２番目）

最優秀賞 優 秀 賞
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まちづくり支援自動販売機とは？
　オリジナルデザインによって自治体等をPRするととも
に、売上の約20%を自治体等へ寄附する仕組みです。
　コカ・コーラボトラーズジャパンベンディング株式会社
と雲南市で「雲南市まちづくり支援自動販売機（以下、「支
援自販機」）設置に関する協定」を取り交わし、平成22年
度より取り組んでいます。市内に伝わる神話や伝説や雲南
市のチャレンジを市内外にPRするとともに、寄附金は「雲
南市スペシャルチャレンジ制度※」に活用しています。
　市内には17ヵ所20台、支援自販機を設置しており、令
和元年度（平成30年７月～令和元年６月販売分）には、
総額約160万円の寄附をいただきました。

　また、松江土建・都間土建・岡田建設特別共同企業体（代
表　松江土建株式会社）からは、清嵐荘建築工事期間中、
支援自販機を設置していただきました。
※雲南市スペシャルチャレンジ制度：チャレンジ精神にあふれる子ども、若
者の学びと成長を後押しする制度

支援自販機のデザインについて
　平成21年12月にアーティスト・ミヤザキ
ケンスケさんの指導のもと、地元の小学生、
高校生、大学生が市内に伝わる伝説をモチー
フにした４体の立体作品をもとにデザインを
制作しました。
　また、平成30年度に創設した「雲南スペ
シャルチャレンジ制度」のデザインも制作し、
市内４ヵ所に設置しています。
　大東町春殖交流センターには、コウノトリ
をモチーフにした支援自販機を設置していま
す。

寄附の活用について
　支援自販機でご購入いただいた皆さん、ご寄附いただい
た企業の皆さんのおかげで、雲南市スペシャルチャレンジ
制度を活用し、ジュニア（中高生）35組、ユース（大学生）
９組、ホープ７組がチャレンジすることができました。

　そして、「スペシャルチャレンジ」がみんなの目標とな
り、まちの未来をひらくチャレンジとしてさらに広がるよ
う、引き続き取り組みを進めてまいります。
　皆さんのご支援をよろしくお願いします。

まちづくり支援自動販売機

　支援自販機設置場所
【大　東】①出雲大東駅、②雲南市立病院、③雲南市立病院駐車場、④大東地域福祉センター、⑤春殖交流センター
【加　茂】⑥加茂B＆G海洋センター ラソンテ、⑦新町交差点広場
【木　次】⑧木次高速バス停留所、⑨木次経済文化会館 チェリヴァホール、⑩道の駅おろちの里、⑪さくらおろち湖ボート競技施設
　　　　 ⑫旧庁舎職員駐車場（木次小学校グランド横駐車場）、⑬雲南市役所庁舎横／里方分庁舎
【三刀屋】⑭三刀屋バスセンター、⑮みとや世代間交流施設「ほほ笑み」
【吉　田】⑯道の駅たたらば壱番地
【掛　合】⑰中郡市営住宅

▲制度（２期）を活用した中高生の皆さん

まちづくり支援自動販売機とは？

まちづくり支援自動販売機まちづくり支援自動販売機

【大東地域福祉センター】【大東地域福祉センター】 【旧庁舎職員駐車場（木次小学校グランド横）】【旧庁舎職員駐車場（木次小学校グランド横）】

【雲南の伝説】 【コウノトリ】【スペシャルチャレンジ】

【問】政策推進課　☎0854-40-1011



市
役
所
か
ら
のお

知
ら
せ

市
役
所
か
ら
のお

知
ら
せ

市
役
所
か
ら
のお

知
ら
せ

あ
り
が
と
う

　
　
ご
ざ
い
ま
し
た

　
雲
南
市
に
次
の
ご
寄
附
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

◎
雲
南
市

ふ
る
さ
と
納
税

大お
お
た
に谷

　
宣の
り

人と

さ
ん（
愛
知
県
豊
橋
市
）

山や
ま
も
と本

　
一か
ず

哉や

さ
ん（
滋
賀
県
草
津
市
）

成な
り

田た

　
俊と
し
ひ
こ彦
さ
ん（
横
　

浜
　

市
）

近こ
ん
ど
う藤

　
慎し
ん

二じ

さ
ん（
千
葉
県
市
原
市
）

竹た
け

部べ

　
友と

も

久ひ
さ

さ
ん（
東
京
都
板
橋
区
）

本ほ
ん

田だ

　
千ち

穂ほ

さ
ん（
岡
　

山
　

市
）

佐さ

藤と
う

真ま

希き

よ代
さ
ん（
神
奈
川
県
秦
野
市
）

時と
き

吉よ
し

　
翔し
ょ
う
た太
さ
ん（
東
京
都
豊
島
区
）

實さ
ね

重し
げ

　
達た
つ

也や

さ
ん（
東
京
都
目
黒
区
）

山や
ま
し
た下

　
貴た
か

久ひ
さ

さ
ん（
埼
玉
県
狭
山
市
）

清し

水み
ず

　
雄ゆ
う
だ
い大
さ
ん（
東
京
都
港
区
）

石い
し

田だ

　
雅ま

さ
ひ
こ彦
さ
ん（
東
京
都
小
金
井
市
）

お
め
で
と
う

　
　
　
ご
ざ
い
ま
す

◎ 

高
齢
者
叙
勲

　
瑞
宝
双
光
章

　
教
育
功
労
に
よ
り

　
内う
ち

部べ

　
良か
ね

夫お

さ
ん（
加
　

茂
　

町
）

金キ
ム

　
　
光
グ
ァ
ン
ウ
ォ
ン
元
さ
ん（
東
京
都
江
戸
川
区
）

横よ
こ

井い

　
一か
ず
ひ
ろ広
さ
ん（
三
重
県
桑
名
市
）

大お
お
し
ま島

　
由よ

し

照て
る

さ
ん（
埼
玉
県
ふ
じ
み
野
市

）

中な
か
ざ
わ澤

　
伸の
ぶ
か
ず一
さ
ん（
東
京
都
杉
並
区
）

吉よ
し
は
ら原

　
孝た
か

博ひ
ろ

さ
ん（
東
京
都
台
東
区
）

川か
わ
さ
き崎

　
　
中
あ
た
る
さ
ん（
東
京
都
世
田
谷
区
）

田た

中な
か

　
慎し

ん
い
ち一

さ
ん

（
熊
本
県
菊
池
郡
菊
陽
町
）

栗く
り
や
ま山

　
智と
も
ひ
こ彦
さ
ん（
名
古
屋
市
）

鶴つ
る

河か
わ

　
龍た

つ

也や

さ
ん（
千
葉
県
八
千
代
市
）

内う
ち
は
し橋

　
紀の
り

裕ひ
ろ

さ
ん（
さ
い
た
ま
市
）

中な
か

江え

　
純
じ
ゅ
ん
い
ち一
さ
ん（
東
京
都
板
橋
区
）

池い
け

田だ

　
修
し
ゅ
う
い
ち一
さ
ん（
東
京
都
八
王
子
市
）

木き

村む
ら

　
和か

ず

哉や

さ
ん（
大
　

阪
　

市
）

藥や
く

師し

川が
わ

　
融
と
お
る
さ
ん（
横
　

浜
　

市
）

平ひ
ら
や
ま山

　
亮
り
ょ
う
い
ち一
さ
ん（
東
京
都
新
宿
区
）

岡お
か
も
と本
三み

つ

こ
津
子
さ
ん（
大
阪
府
柏
原
市
）

竹た
け
し
た下

　
斉ま
さ

史し

さ
ん（
東
京
都
三
鷹
市
）

菊き
く

地ち

　
哲て

つ

也や

さ
ん（
東
京
都
板
橋
区
）

今い
ま

矢や

　
敦あ
つ

士し

さ
ん（
東
京
都
調
布
市
）

倉く
ら

田た

　
一か
ず

夫お

さ
ん（
山
口
県
山
口
市
）

竹た
け
も
と本

　
　
恵
め
ぐ
み
さ
ん（
東
京
都
大
田
区
）

井い

澤ざ
わ

　
吉よ
し

幸ゆ
き

さ
ん（
東
京
都
目
黒
区
）

早は
や
か
わ川

　
和か

ず

志ゆ
き

さ
ん（
東
京
都
世
田
谷
区
）

石い
し

井い

　
雄ゆ
う

道ど
う

さ
ん（
東
京
都
港
区
）

高た
か
も
く杢
ル
ミ
子こ

さ
ん（
茨
城
県
取と
り
手で
市
）

砂す
な
が
わ川

　
　
融
と
お
る
さ
ん（
広
　

島
　

市
）

松ま
つ

井い

　
　
亨
と
お
る
さ
ん（
東
京
都
昭
島
市
）

私たちは、雲南市のまちづくりを応援しています。

雲
南
市
プ
レ
ミ
ア
ム
付

商
品
券
の
換
金
受
付
期
限

軽
自
動
車
税
種
別
割
の

減
免
申
請

税
務
課

☎
０
８
５
４-

40-

１
０
３
４

　
身
体
障
が
い
者
等
の
た
め
に
利

用
す
る
軽
自
動
車
等
で
、
一
定
の

要
件
に
該
当
す
る
場
合
は
、
申
請

す
る
と
軽
自
動
車
税
種
別
割
が
減

免
さ
れ
ま
す
。

【
対
象
】

・�

身
体
障
が
い
者
等
の
た
め
に
使

用
す
る
軽
自
動
車
等
で
、
一
定

の
要
件
を
満
た
す
も
の

・�

そ
の
構
造
が
専
ら
身
体
障
が
い

者
等
の
利
用
に
供
す
る
た
め
の

も
の
で
あ
る
軽
自
動
車
等

・�

公
益
の
た
め
に
直
接
専
用
す
る

軽
自
動
車
等

【
申
請
に
必
要
な
も
の
】

・�

軽
自
動
車
税
種
別
割
減
免
申
請

書
（
個
人
番
号
ま
た
は
法
人
番

号
の
記
載
が
必
要
で
す
）

・�

減
免
申
請
内
容
が
確
認
で
き
る

書
類
（
身
体
障
害
者
手
帳
・
戦

傷
病
者
手
帳
・
精
神
障
害
者
保

健
福
祉
手
帳
・
療
育
手
帳
の
写

し
等
）

・�

該
当
車
両
の
車
検
証
の
写
し

・�

運
転
す
る
方
の
運
転
免
許
証
の

写
し

・�

委
任
状
（
代
理
人
の
方
が
提
出

さ
れ
る
場
合
）

・�

納
税
義
務
者
の
個
人
番
号
が
確

認
で
き
る
も
の
（
個
人
番
号

カ
ー
ド
・
通
知
カ
ー
ド
等
）

・�

提
出
さ
れ
る
方
の
本
人
確
認
が

で
き
る
も
の（
運
転
免
許
証
等
）

【
申
請
の
受
付
期
間
】

　
４
月
１
日
㈬
か
ら
６
月
１
日
㈪

の
間
に
税
務
課
ま
た
は
各
総
合
セ

ン
タ
ー
市
民
福
祉
課
へ
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。

【
留
意
事
項
】

　
減
免
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る

の
は
一
人
の
障
が
い
者
等
に
対
し

て
普
通
自
動
車
、
軽
自
動
車
を
問

わ
ず
１
台
に
限
ら
れ
ま
す
。

　
詳
し
く
は
税
務
課
へ
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

※
軽
自
動
車
税
の
呼
称
に
つ
い
て

　
地
方
税
法
等
の
改
正
に
よ
り
、

令
和
元
年
10
月
か
ら
軽
自
動
車
税

は
環
境
性
能
割
、
種
別
割
の
２
種

類
と
な
り
ま
し
た
。

 

◆
軽
自
動
車
税
環
境
性
能
割 

　
こ
れ
ま
で
の
自
動
車
取
得
税

で
、
軽
三
輪
・
軽
四
輪
の
車
両
を

取
得
し
た
と
き
に
課
税
さ
れ
ま

す
。

 

◆
軽
自
動
車
税
種
別
割 

　
こ
れ
ま
で
の
軽
自
動
車
税
で
、

毎
年
度
４
月
１
日
現
在
の
所
有
者

に
課
税
さ
れ
ま
す
。

高
齢
者
等
運
転
免
許
証

自
主
返
納
支
援
事
業

広 告 枠

18市報うんなん

雲
南
市
プ
レ
ミ
ア
ム
付

商
品
券
の
換
金
受
付
期
限

商
工
振
興
課

☎
０
８
５
４-

40-

１
０
５
２

　
市
で
は
消
費
税
率
の
引
上
げ
が

住
民
税
非
課
税
の
方
や
小
さ
な
乳

幼
児
の
い
る
子
育
て
世
帯
の
家
計

に
与
え
る
影
響
を
緩
和
す
る
と
と

も
に
、
地
域
消
費
の
下
支
え
を
目

的
と
し
て
、
プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品

券
事
業
を
行
い
、
３
月
で
販
売
を

終
了
し
ま
し
た
。

◆
商
品
券
取
扱
加
盟
店
の
方
へ 

【
商
品
券
換
金
受
付
期
限
】

　
４
月
７
日
㈫

　
受
付
期
限
を
過
ぎ
る
と
換
金
は

で
き
な
く
な
り
ま
す
。
こ
の
期
限

ま
で
に
取
扱
金
融
機
関
の
窓
口
で

換
金
手
続
き
を
行
っ
て
く
だ
さ

い
。

【
取
扱
金
融
機
関
】

　
山
陰
合
同
銀
行
、
島
根
銀
行
、

し
ま
ね
信
用
金
庫
、
Ｊ
Ａ
し
ま
ね

の
市
内
各
支
店
お
よ
び
出
張
所

建
築
住
宅
課

☎
０
８
５
４-

40-

１
０
６
５

 

◆
市
営
住
宅
等
入
居
者 

【
募
集
期
間
】

　
４
月
６
日
㈪
か
ら
4
月
13
日
㈪

17
時
締
切

く
ら
し
安
全
室

☎
０
８
５
４-

40-

１
０
２
７

　有
効
期
間
内
の
す
べ
て
の
運
転

免
許
を
自
主
返
納
さ
れ
た
65
歳
以

上
の
方
や
、
身
体
障
害
者
手
帳
等

を
お
持
ち
の
方
等
、
一
定
の
要
件

に
該
当
す
る
方
に
、
申
請
に
よ
り

市
民
バ
ス
・
市
内
タ
ク
シ
ー
で
利

用
で
き
る
﹁
優
待
乗
車
券
﹂
と
市

内
温
浴
施
設
の
﹁
入
浴
券
﹂
を
交

付
し
ま
す
（
総
額
２
万
円
以
内
）。

申
請
で
き
る
の
は
、
一
人
１
回
限

り
で
す
。

　
申
請
手
続
き
に
つ
い
て
は
、
く

ら
し
安
全
室
ま
た
は
各
総
合
セ
ン

タ
ー
自
治
振
興
課
へ
問
い
合
わ
せ

い
た
だ
く
か
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

【
対
象
と
な
る
方
】

・�

自
主
的
に
有
効
期
間
内
の
す
べ

て
の
運
転
免
許
を
返
納
し
、
運

転
免
許
証
の
取
消
し
の
日
か
ら

起
算
し
て
５
年
以
内
で
、
次
に

該
当
す
る
市
民
の
方

・�

65
歳
以
上
の
方
、
身
体
障
害
者

手
帳
、
児
童
養
護
施
設
・
知
的

障
害
児
施
設
等
の
児
童
福
祉
施

設
の
料
金
割
引
証
、
精
神
傷
害

者
保
健
福
祉
手
帳
、療
育
手
帳
、

特
定
疾
患
医
療
受
給
者
証
、
戦

傷
病
者
手
帳
を
お
持
ち
の
方

市
営
・
県
営
住
宅
の

入
居
者
募
集

高
齢
者
等
運
転
免
許
証

自
主
返
納
支
援
事
業

雲
南
警
察
署
の
窓
口
業
務

が
一
部
変
更
に
な
り
ま
す

く
ら
し
安
全
室

☎
０
８
５
４-

40-

１
０
２
７

◆ 

掛
合
広
域
交
番
の
窓
口
業
務
が

一
部
変
更
に
な
り
ま
す
︒

【
運
転
免
許
証
︵
更
新
︶】

　
毎
週
木
曜
日
（
従
来
ど
お
り
）

【
運
転
免
許
証
︵
更
新
以
外
の
す

べ
て
の
受
付
事
務
・
優
良
講
習
以

外
の
更
新
時
講
習
︶】

　
４
月
以
降
は
最
寄
り
の
警
察
署

で
対
応
し
ま
す
。

【
車
庫
証
明
・
道
路
使
用
許
可
・

駐
車
許
可
・
高
齢
運
転
者
等
標
章
】

　
す
べ
て
雲
南
警
察
署
で
対
応
し

ま
す
。

◆ 

運
転
免
許
証
の
各
種
申
請
が
便

利
に
な
り
ま
す
！ 

　
こ
れ
ま
で
住
所
地
の
あ
る
警
察

署
ま
た
は
運
転
免
許
セ
ン
タ
ー
で

の
み
行
っ
て
い
た
各
種
申
請
（
更

新
・
返
納
・
記
載
事
項
変
更
・
再

交
付
等
）が
島
根
県
内
で
あ
れ
ば
、

住
所
地
以
外
の
警
察
署
で
も
申
請

で
き
ま
す
。

◆ 

認
知
機
能
検
査
が
身
近
で
受
検

で
き
ま
す
！

　
各
自
動
車
学
校
等
で
実
施
し
て

い
ま
し
た
が
、
６
月
以
降
は
最
寄

り
の
警
察
署
ま
た
は
運
転
免
許
セ

ン
タ
ー
等
で
実
施
す
る
こ
と
と

し
、
よ
り
身
近
で
の
受
検
が
で
き

ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

島
根
県
警
察
本
部

☎
０
８
５
２-

26-

０
１
１
０（
代
表
）

雲
南
警
察
署

☎
０
８
５
４-

40-

０
１
１
０（
代
表
）

の全国交通安全運動春の全国交通安全運動春

雲南市交通安全対策協議会
（くらし安全室　☎0854-40-1027）

・子どもを始めとする歩行者の安全確保
・高齢運転者等の安全運転の励行
・自転車の安全利用の推進

４月６日(月)～４月15日(水)

保
健
医
療
介
護
連
携
室

☎
０
８
５
４-
40-
１
０
９
５

　
令
和
２
年
３
月
分
（
４
月
納
付

分
）
か
ら
変
更
に
な
り
ま
す
。

※�

任
意
継
続
被
保
険
者
の
方
は
、

令
和
２
年
４
月
分
（
４
月
納
付

分
）
か
ら
変
更
に
な
り
ま
す
。

【
健
康
保
険
料
率
】

　
現
　
行
　
10
・
13
％

　
変
更
後
　
10
・
15
％

【
介
護
保
険
料
率
】

　
現
　
行
　
１
・
73
％

　
変
更
後
　
１
・
79
％

【
問
い
合
わ
せ
先
】

全
国
健
康
保
険
協
会
島
根
支
部

☎
０
８
５
２-

59-

５
１
４
０

令
和
２
年
度
全
国
保
険
協

会
︵
協
会
け
ん
ぽ
︶
島
根

支
部
保
険
料
率
変
更

【
募
集
団
地
】

　
4
月
１
日
㈬
に
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
お
よ
び
島
根
県
住
宅
供
給
公
社

ホ
ー
ム
ぺ
ー
ジ
へ
掲
載
し
ま
す
。

【
選
考
方
法
】

　
選
考
に
よ
り
入
居
者
を
決
定
し

ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

雲
南
住
宅
管
理
事
務
所

８
時
30
分
か
ら
18
時
ま
で

（
土
・
日
・
祝
日
は
除
く
）

☎
０
８
５
４-

47-

７
１
５
１

うんなん家庭の日
雲（うん）と遊ぼう!! 南（なん）でも話そう!!

社会教育課　☎0854-40-1073

毎月第３日曜日は毎月第３日曜日は

月19日（日）4

19 市報うんなん



く
ら
し
安
全
室

☎
０
８
５
４-
40-

１
０
２
７

　市
で
は
、
Ｌ
Ｅ
Ｄ
防
犯
灯
を
整

備
す
る
自
治
会
等
に
対
し
、
そ
の

設
置
費
に
係
る
経
費
を
対
象
に
補

助
金
を
交
付
し
ま
す
。

　
申
請
手
続
き
に
つ
い
て
は
、
く

ら
し
安
全
室
ま
た
は
各
総
合
セ
ン

タ
ー
自
治
振
興
課
へ
問
い
合
わ
せ

い
た
だ
く
か
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

【
交
付
対
象
】

　
自
治
会
お
よ
び
広
域
の
自
治
会

世
帯
員
を
も
っ
て
構
成
す
る
公
共

的
団
体

【
補
助
金
額
】

①�

既
設
電
柱
等
へ
共
架
す
る
場
合

（
共
架
新
設
、
更
新
）

　
　
限
度
額
　
２
万
円

　
支
柱
設
置
に
よ
る
場
合（
新
設
）

　
　
限
度
額
　
４
万
円

地
域
振
興
課

☎
０
８
５
４-

40-

１
０
１
３

　市
民
活
動
団
体
が
主
体
と
な
っ

て
行
う
、
市
と
の
協
働
に
よ
る
事

業
に
つ
い
て
助
成
希
望
団
体
を
募

集
し
ま
す
。

【
補
助
対
象
】
市
民
活
動
団
体

雲
南
市
Ｌ
Ｅ
Ｄ
防
犯
灯

整
備
事
業
補
助
金

協
働
で
叶
え
る
市
民
活
動

促
進
事
業
補
助
金
　

【
補
助
率
等
】
補
助
対
象
経
費
額

の
１
０
０
％
以
下

【
補
助
限
度
額
】
20
万
円

※�

予
算
が
な
く
な
り
次
第
終
了
と

し
ま
す
。

税金等の納付は便利で確実な口座振替をお勧めします！

問い合わせ先　債権管理対策課　☎ 0854-40-1035

　税金や保険料等の納付は便利な口座振替をお勧めしています。納め忘れがなく、毎月金融機関へ行く必要
がありません。また、納付額が通帳に記載されるため納付記録にもなります。

☆口座振替の手続きは、取扱い金融機関の窓口でできます。
	 	 	 ○必要なもの・・・①預貯金通帳　②通帳届出印
　※	口座振替依頼書は、市内の取り扱い金融機関（山陰合同銀行、島根県農業協同組合、しまね信用金庫、
　　島根銀行、中国労働金庫、ゆうちょ銀行）の窓口に備え付けてあります。

【毎月の納期】
　振替日は毎月末日（12月は25日）です。また、末日に振替ができない場合は、翌月15日に再振替します。
　ただし、振替日が金融機関の休業日に当たるときは翌営業日となります。

　 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月 １月 ２月 ３月
毎　月　分　（料）　※ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

市 県 民 税 　 　 ○ 　 ○ 　 ○ 　 　 ○ 　 　

固 定 資 産 税 　 ○ 　 ○ 　 　 　 　 ○ 　 ○ 　

軽 自 動 車 税 　 ○ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

国 民 健 康 保 険 料 　 　 　 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 　○

後期高齢者医療保険料 　 　 　 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 　○

※毎月分（料）…保育所保育料・認定こども園保育料、学校給食費、住宅使用料、上・下水道使用料

【注意】
　・口座の預貯金残高が不足していますと振替ができませんので、預貯金残高に注意してください。
　・軽自動車を取得された方等、新たに税金が発生する方はお早めに手続きをお願いします。
　・口座振替の手続きが遅れると、次の月からの振替となります。

若
者
の
就
労
支
援
事
業

フ
リ
ー
ス
ペ
ー
ス

土
地・家
屋
価
格
等

縦
覧
帳
簿
の
縦
覧

税
務
課

☎
０
８
５
４-

40-

１
０
３
４

　
令
和
２
年
度
固
定
資
産
税
（
土

地
・
家
屋
）
の
縦
覧
帳
簿
に
よ
る

縦
覧
を
次
の
と
お
り
行
い
ま
す
。

【
縦
覧
帳
簿
】

①
土
地
価
格
等
縦
覧
帳
簿

　（
所
在
、
地
番
、
地
目
、
地
積
、

価
格
を
記
載
）

②
家
屋
価
格
等
縦
覧
帳
簿

　（
所
在
、
家
屋
番
号
、
種
類
、

構
造
、
床
面
積
、
価
格
を
記
載
）

【
縦
覧
で
き
る
方
】

　
市
内
に
所
在
す
る
土
地
ま
た
は

家
屋
に
対
し
て
課
す
る
固
定
資
産

税
の
納
税
者

※�

土
地
（
家
屋
）
の
み
を
所
有
し

て
い
る
方
は
、
土
地
（
家
屋
）

の
縦
覧
帳
簿
だ
け
が
縦
覧
で
き

ま
す
。
免
税
点
未
満
の
方
は
縦

覧
で
き
ま
せ
ん
。

【
縦
覧
日
時
】

　
４
月
１
日
㈬
か
ら
６
月
１
日
㈪

ま
で
　
８
時
30
分
か
ら
17
時
ま
で

（
土
・
日
・
祝
日
を
除
く
）

【
縦
覧
場
所
】
税
務
課
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感謝の手紙
日本一短い

vol. 94 雲南市青少年健全育成協議会（教育委員会社会教育課）☎0854-40-1073

今月は掛合町の皆さんの感謝の手紙です。

　出張相談での年金手続き・相談は予約制となります。

問い合わせ先　市民生活課　☎0854-40-1031

相談日 場　所
  4月15日（水）、５月20日（水）
  7月15日（水）、９月９日（水）
11月18日（水）、１月13日（水）
  3月24日（水）

雲南市役所本庁舎
２階
203・204 会議室

予約は「前日（前営業日）までにお願いします」

予約相談開始時間　10:00 ～ 14:45（終了予定 15:30）

予約・問い合わせは、
松江年金事務所へお気軽に

予約相談開始時間　10:00 ～ 14:45（終了予定 15:30）

①年金手帳等基礎年金番号の分かるものを準備ください。

② 0852-23-9540 へ電話をしてください。

③音声案内が流れますので「1」の後に「2」を選択してください。

④担当者に「雲南市役所での出張相談予約」と伝えてください。

⑤担当者の質問に答えてください。

0852-23-9540
予約ダイヤル

予約ダイヤル
 簡単予約

　　の手順

年金出張相談

　
　

先
生
へ

い
つ
も
お
べ
ん
き
ょ
う
を
お
し
え
て
く
れ
て
あ

り
が
と
う
。
は
じ
め
て
の
う
ん
ど
う
か
い
、
学

し
ゅ
う
は
っ
ぴ
ょ
う
か
い
、
本
と
う
に
た
の
し

か
っ
た
よ
。

　
　
児
童
へ

こ
ち
ら
こ
そ
毎
日
わ
ら
わ
せ
て
く
れ
て
あ
り
が

と
う
。
は
じ
め
て
が
い
っ
ぱ
い
の
一
年
生
。
た

の
し
い
思
い
出
が
い
っ
ぱ
い
だ
ね
。

　
　
お
か
あ
さ
ん
へ

い
つ
も
わ
た
し
た
ち
の
た
め
に
お
い
し
い
き
ゅ

う
し
ょ
く
を
つ
く
っ
て
く
れ
て
あ
り
が
と
う
。

の
こ
さ
ず
が
ん
ば
る
よ
。

　
　
娘
へ

給
食
を
残
さ
ず
食
べ
て
く
れ
て
あ
り
が
と
う
。

ピ
カ
ピ
カ
の
食
缶
が
も
ど
っ
て
く
る
と
嬉
し
い

よ
。
こ
れ
か
ら
も
頑
張
っ
て
作
る
ね
。

　
　
お
兄
さ
ん
へ

毎
日
わ
た
し
が
や
り
た
い
あ
そ
び
を
い
っ
し
ょ

に
し
て
く
れ
て
あ
り
が
と
う
。
い
つ
も
お
兄
さ

ん
と
あ
そ
ぶ
の
が
楽
し
い
よ
。

　
　
妹
へ

自
分
も
い
っ
し
ょ
に
遊
ん
で
い
て
楽
し
い
の

で
、
こ
れ
か
ら
も
楽
し
く
遊
ぼ
う
ね
。

　
　
お
じ
い
ち
ゃ
ん
へ

休
み
の
日
に
、
い
つ
も
新
し
い
ふ
く
を
か
っ
て

く
れ
て
あ
り
が
と
う
。
こ
れ
か
ら
も
お
し
ご
と

が
ん
ば
っ
て
ね
。

　
　
孫
へ

泊
り
に
来
る
た
び
に
背
が
高
く
な
っ
て
い
て

び
っ
く
り
し
て
ま
す
。
ま
た
新
し
い
か
わ
い
い

服
を
着
て
泊
り
に
来
て
ね
。

長
寿
障
が
い
福
祉
課

☎
０
８
５
４-
40-

１
０
４
２

　
ご
家
庭
で
長
期
間
過
ご
し
て
お

ら
れ
る
方
で
、
就
職
し
て
お
ら
れ

な
い
方
を
対
象
に
、
の
ん
び
り
過

ご
す
こ
と
が
で
き
る
フ
リ
ー
ス

ペ
ー
ス
を
開
設
し
て
い
ま
す
。
出

入
り
自
由
、
事
前
の
申
し
込
み
・

予
約
は
不
要
で
す
。

　
働
き
た
い
け
れ
ど
長
期
間
働
い

て
い
な
い
た
め
、
ど
う
し
た
ら
い

い
か
分
か
ら
な
い
、
人
に
会
う
の

が
億
劫
で
出
か
け
る
の
が
苦
手
、

こ
の
ま
ま
で
将
来
大
丈
夫
な
の
か

な
、
同
じ
よ
う
な
心
配
を
し
て
い

る
人
と
話
が
し
て
み
た
い
等
、
感

じ
て
い
ま
せ
ん
か
？
ち
ょ
っ
と
出

掛
け
て
み
よ
う
か
な
︙
と
思
わ
れ

た
方
、ぜ
ひ
お
出
掛
け
く
だ
さ
い
。

【
開
設
日
時
】

　
第
１
木
曜
日
14
時
か
ら
16
時
ま

で
（
４
月
は
第
２
木
曜
日
）

【
場
所
】

　

三
刀
屋
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

（
平
成
記
念
病
院
下
）

【
参
加
費
】
無
料

【
内
　容
】

　
自
分
の
ペ
ー
ス
に
あ
わ
せ
て
出

掛
け
、
の
ん
び
り
過
ご
せ
る
場
所

で
す
。
本
人
や
ご
家
族
の
相
談
も

お
受
け
し
ま
す
。
専
門
機
関
へ
の

紹
介
や
専
門
相
談
日
も
行
い
ま
す
。

若
者
の
就
労
支
援
事
業

フ
リ
ー
ス
ペ
ー
ス
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保
健
医
療
介
護
連
携
室

☎
０
８
５
４-
40-

１
０
９
５

　
全
国
健
康
保
険
協
会
（
協
会
け

ん
ぽ
）
に
加
入
し
て
い
る
40
歳
か

ら
74
歳
ま
で
の
被
扶
養
者
が
受
診

で
き
る
健
診
は
協
会
け
ん
ぽ
の
特

定
健
診
で
す
。

　
協
会
け
ん
ぽ
の
特
定
健
診
は
協

会
け
ん
ぽ
か
ら
費
用
補
助
が
あ
り

ま
す
。

　
健
診
の
申
し
込
み
は
、
希
望
の

健
診
機
関
に
直
接
予
約
を
お
願
い

し
ま
す
。
受
診
の
際
に
は
受
診
券

と
健
康
保
険
証
が
必
要
で
す
。

※�

受
診
券
は
４
月
に
郵
送
し
ま

す
。

協
会
け
ん
ぽ
の
特
定
健
診

4 19月 日(日)

食 育 日の

毎月１９日は

健康づくり政策課 ☎0854-40-1040

　
詳
細
は
協
会
け
ん
ぽ
島
根
支
部

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま

す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

全
国
健
康
保
険
協
会
島
根
支
部

☎
０
８
５
２-

59-

５
２
０
４

　ＪＲ西日本の「T
ト ワ イ ラ イ ト
WILIGHT		E

エ ク ス プ レ ス
XPRESS 瑞風」の２泊３日の山陽・山陰コース（周遊）の２日目は「たたら

製鉄の遺構と茶の湯文化・松江の探訪」と題し、雲南市が立ち寄り観光地になっています。これまでに、延べ
2,300 人以上の方にお越しいただきました。
　市民の皆さんには、これまでも沿道等から小旗を振ったり、手を振ったりしていただきありがとうございます。
　皆さんの協力のおかげで市内の立ち寄り観光については、高評価、好印象をいただいており、各立ち寄り施
設の観光入込客数も増加傾向にあります。

４月２日、16日、23日、５月14日、21日、28日、６月4日、11日

８：30頃 「TWILIGHT EXPRESS瑞風」（宍道駅着）
宍道駅～国道54号（市役所前8：55頃）～
三刀屋木次ＩＣ～吉田掛合ＩＣ

９：20頃
●菅谷たたら山内【見学】

９：50頃

10：05頃
●田部家邸内、土蔵群【見学】

11：00頃
吉田掛合ＩＣ～三刀屋木次ＩＣ～木次
大橋～木次神社前～日登

11：30頃
●食の杜「かやぶきの家」【昼食】

13：00頃

13：00頃

↓ 飯石広域農道～県道松江木次線

13：30頃 ●「神楽の宿」出雲神楽【鑑賞】
●日

にほ ん は つ の み や

本初之宮「須我神社」【参拝】
14：30頃
↓ 県道松江木次線～

15：10頃
●明
めいめいあん

々庵
16：20頃

↓

17：00頃 「TWILIGHT EXPRESS 瑞風」
（松江駅発）

「須我神社」【参拝】

県道松江木次線～

問い合わせ先　観光振興課　☎ 0854-40-1054

4～6月の立ち寄り観光の予定日（木曜日）

立ち寄り観光の行程

「瑞風バス」に手を振ろう！

【瑞風の運休について】令和２年６月22日から11月末までの期間、車両の定期検査および改修工事のため運休します。
　　　　　　　　　　　なお、令和２年12月以降（運休後）の瑞風立ち寄りコースに変更はありません。

※悪天候等により行程、時間が変更になる場合があります。

三
刀
屋
公
園﹁
第
一
広
場
﹂

の
愛
称
が
決
定
し
ま
し
た

島
根
県
最
低
賃
金
改
定

商
工
振
興
課

☎
０
８
５
４-

40-

１
０
５
２

　
県
内
の
事
業
場
で
働
く
全
て
の

労
働
者
と
そ
の
使
用
者
に
適
用
さ

れ
る
島
根
県
最
低
賃
金
が
左
記
の

と
お
り
改
訂
さ
れ
ま
し
た
。

【
時
間
額
】　

　
７
９
０
円

（
令
和
元
年
10
月
１
日
適
用
）

　
な
お
、
最
低
賃
金
に
は
、
左
記

は
含
ま
れ
ま
せ
ん
。

①
臨
時
に
支
払
わ
れ
る
賃
金

②�

１
ヵ
月
を
超
え
る
期
間
ご
と
に

支
払
わ
れ
る
賃
金

③�

時
間
外
労
働
・
休
日
労
働
・
深

夜
労
働
に
対
す
る
割
増
賃
金
　

④�

精
皆
勤
手
当
、
通
勤
手
当
お
よ

び
家
族
手
当

【
問
い
合
わ
せ
先
】

島
根
県
労
働
局
賃
金
室

☎
０
８
５
２-

31-

１
１
５
８
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木次線に乗ってみよう♪ シリーズ
㉑

【問】木次線利活用推進協議会事務局（うんなん暮らし推進課内）　☎0854-40-1014

　木次駅では、ハートの駅看板のつながりでご縁をいただいた大
分県臼

うすき
杵市「う♡

すき
プロジェクト」とのコラボレーションで、今年

も「き♡
すき
」看板を 2月13日（木）からバレンタインデー仕様に、3

月14日（土）からはホワイトデー仕様に変更したところ、この看
板を一目見たいと、多数の方が木次駅に訪れています。
　ホワイトデー仕様は４月５日（日）までですので、桜の花見に合
わせて、ぜひ木次線に乗って「き♡

すき
」看板での記念撮影にお越し

ください。

ＪＲ木次駅「き♡
すき
」看板

都
市
計
画
課

☎
０
８
５
４-

40-

１
０
６
４

　
市
が
三
刀
屋
町
三
刀
屋
地
内
に

建
設
し
た
広
場
の
愛
称
が
、﹁
コ

ト
リ
パ
ー
ク
﹂に
決
定
し
ま
し
た
。

　
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
で
募
集
し

て
い
た
同
広
場
の
愛
称
に
対
し
、

58
人
の
応
募
が
あ
り
、
愛
称
選
考

委
員
会
の
審
査
に
よ
り
決
定
し
ま

し
た
。

　﹁
コ
ト
リ
パ
ー
ク
﹂
と
い
う
愛

称
は
、
中
心
市
街
地
商
業
施
設
コ

ト
リ
エ
ッ
ト
に
隣
接
し
て
い
て
覚

え
や
す
く
、
コ
ト
リ
エ
ッ
ト
と
共

に
多
く
の
人
々
で
に
ぎ
わ
う
、
そ

ん
な
場
所
、
そ
ん
な
広
場
に
な
る

こ
と
を
願
っ
て
名
付
け
ら
れ
ま
し

た
。
命
名
者
は
、
石い
し
は
ら原
佑ゆ

き

こ
季
子
さ

ん
（
木
次
町
）
で
す
。

　﹁
コ
ト
リ
パ
ー
ク
﹂
は
、
全
面

人
工
芝
で
複
合
遊
具
や
小
型
遊

具
、休
憩
施
設
も
備
え
て
い
ま
す
。

背
後
に
は
、
三
刀
屋
川
堤
防
の
桜

並
木
が
広
が
り
、
広
場
の
北
側
か

ら
堤
防
に
昇
る
こ
と
も
で
き
ま
す

の
で
、
お
花
見
や
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

に
も
利
用
く
だ
さ
い
。

　
同
広
場
の
愛
称
募
集
に
応
募
い

た
だ
い
た
皆
さ
ん
、
応
募
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

三
刀
屋
公
園﹁
第
一
広
場
﹂

の
愛
称
が
決
定
し
ま
し
た

　東京 2020 オリンピック聖火リレーの実施に伴い、
当日は大規模な交通規制が行われます。
　当日の規制時間や迂回路等の詳細な情報は、追って
折り込み広告や市ホームページ等でお知らせします。

東京２
ニイゼロニイゼロ

０２０オリンピック聖火リレーに伴う交通規制

【問】社会教育課　☎ 0854-40-1073

【交通規制】５月17日（日）
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島根電工㈱

みしまや

木次駅

自動車学校

里方簡易郵便局

雲南市役所

ＪＲ
木
次
線

三
刀
屋
川

斐
伊
川

島根電工㈱

みしまや

木次駅

自動車学校

雲南市役所

ＪＲ
木
次
線

三
刀
屋
川

松
江
自
動
車
道

斐
伊
川

出発地点
(雲南市役所)

聖火リレー経路

三刀屋木次ＩＣ

到着地点
（平成記念病院）

里方簡易郵便局

雲南市におけるオリンピック聖火リレーについて

５月17日（日）　 
出発予定時刻　12：23 雲南市役所発
到着予定時刻　12：53 平成記念病院着

11:30頃～14:00頃
（国道54号および周辺道路）
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雲
南
市
シ
ル
バ
ー
人
材

セ
ン
タ
ー
会
員
募
集

　４月は就職、離職、転出等で国民健康保険の資格の取得や喪失が最も多くなる時期です。
　特に就職、離職に伴う国民健康保険の手続きを忘れられることが多くあります。
　これまで会社の健康保険に加入されていた方が離職した場合は、国民健康保険の資格取得の手続きが必要
です。また、国民健康保険に加入されていた方が就職等により会社の健康保険に加入された場合は、国民健
康保険の資格喪失の手続きが必要です。忘れずに手続きを行ってください。

　倒産や解雇、雇い止め等本人の意思によらない離職（非自発的離職）者に対して、国民健康保険料が軽減
されます。該当する場合は、市民生活課または各総合センター市民福祉課で手続きをしてください。

１．軽減の内容
　・	国民健康保険料の計算に用いる前年の所得（※ただし給与所得のみ）を、該当者の方については30／100
したものに置き換えて計算します。

　・	軽減の期間は離職の翌日から、その翌年度の末までの間です（最長 2ヵ年分）。
　※同一世帯の、他の国民健康保険の加入者については通常どおりの取り扱いとなります。
２．軽減対象となる離職者の条件
　　次のいずれの条件も満たす方が対象です。
　（1）離職日時点で65歳未満である。
　（2）雇用保険の受給資格を有する（もしくは有していた）。
　（3）雇用保険受給資格者証の離職理由の番号が次の場合　⇒　11、12、21、22、23、31、32、33、34
３．届出に必要なもの
　（1）雇用保険受給資格者証（離職事由の確認のため必要です）
　　　※	既に雇用保険の受給期間を終え、証が手元にない場合はハローワークで再交付を受けてください。
　　　　また、事前に上記対象条件に該当しているか、確認されることをお勧めします。
　（2）印鑑
　（3）個人番号カードまたは通知カード
　（4）本人確認書類

【問】市民生活課　☎ 0854-40-1031

国民健康保険の資格取得・喪失の手続きをお忘れなく

こんなとき 届出に必要なもの

資
格
取
得
・
変
更

他の市区町村から転入してきた 転出証明書、印鑑
職場の健康保険をやめた 職場の健康保険の離脱日を確認できる証明書、印鑑

職場の健康保険の被扶養者から外れた 扶養が外れたことを確認できる証明書、印鑑

子どもが生まれた 健康保険証、母子健康手帳、印鑑
同じ市内で住所が変わった
世帯主や氏名が変わった
世帯が分かれたり、一緒になった

健康保険証、印鑑

修学のために別に住所を定める 健康保険証、在学証明書、印鑑

生活保護を受けなくなった 保護廃止決定通知書、印鑑

外国籍の方が加入する 「特別永住者証明書」または「在留カード」

資
格
喪
失

他の市区町村に転出する 健康保険証、印鑑
職場の健康保険に加入した
職場の健康保険の被扶養者になった

国民健康保険と職場の健康保険の両方の健康保険証（未交付
の場合は加入を証明するもの）、印鑑

国民健康保険の被保険者が死亡した 健康保険証、印鑑

生活保護を受けるようになった 健康保険証、保護開始決定通知書、印鑑

外国籍の方が脱退する 健康保険証、「特別永住者証明書」または「在留カード」

マイナンバー利用開始に伴い、国民健康保険の手続きで世帯主および届け出の対象となる方の個人番号カードまたは
通知カードの提出が必要となります（通知カード持参の場合は本人確認できる書類も必要です）。

こんなときは必ず14日以内に届け出を！

本人の都合によらない離職者（非自発的離職者）の国民健康保険料の軽減制度

バ
ス・タ
ク
シ
ー
の
利
用

料
金
を
助
成
し
ま
す
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※交付上限　券面額で年度内36,000円（交付額で18,000円）まで

雲
南
市
シ
ル
バ
ー
人
材

セ
ン
タ
ー
会
員
募
集

健
康
福
祉
総
務
課

☎
０
８
５
４-

40-

１
０
４
１

　雲
南
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
で
は
、
会
員
の
募
集
を
行
っ

て
い
ま
す
。

【
会
員
要
件
】

・�

お
お
む
ね
60
歳
以
上
の
健
康
で

働
く
意
欲
の
あ
る
方

・�

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
趣

旨
に
理
解
賛
同
し
た
方

・�

入
会
説
明
会
を
受
け
、
入
会
申

込
書
を
提
出
し
、
理
事
会
で
承

認
を
受
け
た
方

・�

定
め
ら
れ
た
会
費
を
納
入
し

て
い
た
だ
け
る
方
（
年
会
費

２
５
０
０
円
）

【
配
分
金
︵
就
労
金
︶】

　
働
い
た
仕
事
量
に
応
じ
て
支
払

わ
れ
ま
す
。

【
入
会
説
明
会
】

　
毎
月
１
日
、15
日
の
２
回
（
土
・

日
・
祝
日
の
場
合
は
翌
日
）

　
10
時
か
ら
11
時
30
分
ま
で

【
場
所
・
問
い
合
わ
せ
先
】

　
雲
南
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

　
雲
南
市
木
次
町
新
市
３
番
地

　
☎
０
８
５
４-

42-

３
６
４
２

バ
ス・タ
ク
シ
ー
の
利
用

料
金
を
助
成
し
ま
す

長
寿
障
が
い
福
祉
課

☎
０
８
５
４-

40-

１
０
４
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普
通
自
動
車
運
転
免
許
を
お
持

ち
で
な
い
高
齢
者
や
障
が
い
の
あ

る
方
に
、
市
民
バ
ス
や
市
内
タ
ク

シ
ー
で
使
え
る
優
待
乗
車
券
を
券

面
額
の
半
額
で
交
付
し
、
お
使
い

い
た
だ
く
こ
と
で
市
民
バ
ス
や
市

内
の
タ
ク
シ
ー
の
利
用
料
金
を
助

成
し
ま
す
。

【
対
象
者
と
手
続
き
】

　
助
成
の
対
象
と
な
る
の
は
普
通

自
動
車
運
転
免
許
を
お
持
ち
で
な

い
方
で
、
下
表
の
対
象
者
の
い
ず

れ
か
に
該
当
す
る
方
で
す
。
優
待

乗
車
券
の
交
付
手
続
き
は
、
そ
れ

ぞ
れ
次
の
確
認
書
類
を
お
持
ち
の

上
、
長
寿
障
が
い
福
祉
課
ま
た
は

各
総
合
セ
ン
タ
ー
市
民
福
祉
課
へ

お
越
し
く
だ
さ
い
。

※ 

対
象
者
の
確
認
は
毎
年
度
初
め

て
優
待
乗
車
券
の
交
付
を
受
け

ら
れ
る
と
き
に
行
い
ま
す
。

【
優
待
乗
車
券
の
有
効
期
間
】

　
令
和
５
年
３
月
31
日
ま
で

【
優
待
乗
車
券
が
使
用
で
き
る
バ

ス
・
タ
ク
シ
ー
】　（��

）
内
は
１

回
の
乗
車
の
使
用
上
限
額

・
市
民
バ
ス（
２
０
０
円
）

・
だ
ん
だ
ん
バ
ス（
３
０
０
円
）

・
だ
ん
だ
ん
タ
ク
シ
ー（
３
０
０
円
）

・
市
内
の
タ
ク
シ
ー（
１
５
０
０
円
）

対象者 確認書類

65歳以上の方
健康保険被保険者証等65歳以上であることを確
認できる書類

各種手帳をお持ちの方
身体障害者手帳、療育手帳、精神障害者保健福
祉手帳、戦傷病者手帳

特定疾患医療受給者証をお持
ちの方

特定疾患医療受給者証

児童福祉施設の料金割引証を
お持ちの方

児童福祉施設の料金割引証

優待乗車券の種類 交付額
100円券
10枚つづり（1,000円分） 500円

500円券
10枚つづり（5,000円分） 2,500円

【優待乗車券の種類と交付額】

※交付上限
　券面額で年度内36,000円
　（交付額で18,000円）まで

くらしの消費生活窓口

雲南市消費生活センター　☎０８５４－４０－１１２３　FAX０８５４－４０－１０３９相談・問い合わせ・出前講座依頼先

通信販売　クーリング・オフ
　消費者が自ら注文する通信販売は、不意打ち性がないためクーリング・オフはできません。契約してから「しまっ
た！」と思ったら、早めに相談ください。

１．	通信販売（ネット通販・テレビショッピング等の広告商品販売）は、クーリング・オフ制度はありません。
２	．「返品不可」と記載されている場合は、事業者が決めた「返品特約」に従うことになり返品できません。なお、「返品
　特約」が定められていない場合は、商品を受け取った日を含めて８日以内であれば、消費者が送料を負担し返品できます。
３．通信販売で、商品等を購入する際は、事前に返品の可否や返品・交換が可能な場合の条件等をよく確認しましょう。
４．よく分からない場合は、早めに消費者ホットライン「局番なしの１８８（いやや）」に相談ください。

相談事例

消費者へのアドバイス

　ネット通販で靴を購入した。サイズが小さかったので交換を希望したが、合うサイズが無く、「返品できない」
と言われた。注文前に、「返品できない」との表示は目に入らなかった。クーリング・オフできないか。

えっ！ できないの？

25 市報うんなん
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市立図書室の利用案内
三刀屋図書室　“うちらの本箱”（永井隆記念館内）
　建替え工事のため長期休館中です。
　電　　話：0854－40－1073（社会教育課）

　吉田図書室（吉田交流センター内）
　電　　話：0854－74－0219
　開館時間：9:00～17:00
　休 館 日：毎週土・日曜日、祝日

掛合図書センター“陽だまり館”
 （掛合交流センター内）
　電　　話：0854－62－0189
　開館時間：9:00～17:00
　休 館 日：毎週日・月曜日、祝日

木次図書館 　☎0854-42-1021　開館時間：10:00～18:00
 ４月の休館日  
毎週月曜日、29日(水・祝)、図書整理日：30日(木)

 イベント案内 
☆よみかたりのじかん　毎週木曜日　14:30～
☆よみかたりのじかん子ども読書の日スペシャル　23日（木）14:30～
☆ちっちゃい劇場 in きすきとしょかん
　　24日(金）16:30～ (30分程度) 　会場：視聴覚室
☆はじめの一歩のおはなし会　26日（日）14:00～

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
大東図書館 　☎0854-43-6131　開館時間：10:00～18:00
 ４月の休館日  
毎週金曜日、29日(水・祝)、図書整理日：30日(木)

 イベント案内 
　☆こぐまちゃんくらぶ（わらべうた遊びの会　対象：乳幼児と家族の方）
　　会　場：大東図書館多目的室
　　開催日：13日(月)、27日（月）10:30～（30分程度）
＊毎週月曜日午前中（10:00～12:00）は『いいよのじかん』です。

赤ちゃん小さな子どもさん、泣いたり大きな声が出ても大丈夫です。保護者の方も気兼ね
なくゆっくりと図書館を利用ください。皆さんのご理解とご協力をよろしくお願いします。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
加茂図書館 ☎0854-49-8739　開館時間：10:00～18:00
 ４月の休館日  
毎週木曜日、29日(水・祝)、図書整理日：５月１日(金)

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
新着の本（抄）市内図書館どこでも借りることができます。貸出中の場合は予約（取

り寄せ含む）ができます。各館へ問い合わせください。

▼浅
あそ

生
う
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「だから僕
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う
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想
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相
そう

談
だん

所
じょ

」▼石
いし

川
かわ

尚
なお

子
こ
「コー

チングで学
まな

ぶ『言
こと

葉
ば

かけ』練
れん

習
しゅう

帳
ちょう

」▼黒
くろ

澤
さわ

はゆま「戦
せん

国
ごく

、まずい飯
めし

！」▼魚
うお

柄
つか

仁
じん

之
の

助
すけ

「国
こく

民
みん

食
しょく

の履
り

歴
れき

書
しょ

　カレー、マヨネーズ、ソース、餃
ぎょう

子
ざ

、肉
にく

じゃが」▼
金
かね

子
こ

光
みつ

延
のぶ

「どうする？保
ほ

育
いく

園
えん

＆小
ちい

さな子
こ

どものいる家
か

庭
てい

での食
しょく

物
もつ

アレルギー　
事
じ

故
こ

を防
ふせ

ぐためにコレだけは」▼前
まえ

田
だ

慶
のり

明
あき

「骨
こつ

盤
ばん

底
てい

筋
きん

の使
つか

い方
かた

　尿
にょう

もれ、下
した

腹
ばら

ぽっこり解
かい

消
しょう

！」▼林
はやし

 泰
やす

史
ふみ

「新
しん

聞
ぶん

紙
し

体
たい

操
そう

　もう転
ころ

ばない！倒
たお

れない！老
ふ

けな
い！」▼トーマス・ヘイガー「歴

れき
史
し

を変
か

えた10の薬
くすり

」▼樋
ひ

口
ぐち

明
あき

雄
お

「北
きた

岳
だけ

山
やま

小
ご

屋
や

物
もの

語
がたり

」▼高
たか

橋
はし

一
かず

清
きよ

「芥
あくた

川
がわ

賞
しょう

直
なお

木
き

賞
しょう

秘
ひ

話
わ

」▼三
み

島
しま

由
ゆ

紀
き

夫
お

「夜
よる

告
つ

げ鳥
どり

 初
しょ

期
き

作
さく

品
ひん

集
しゅう

」▼有
あり

川
かわ

ひろ「イマジン？」▼絲
いと

山
やま

秋
あき

子
こ

「御
おん

社
しゃ

のチャラ男
お

」▼伊
い

吹
ぶき

有
ゆ

喜
き

「雲
くも

を紡
つむ

ぐ」▼植
うえ

松
まつ

三
み

十
ど

里
り

「梅
うめ

と水
すい

仙
せん

」▼逢
おう

坂
さか

 剛
ごう

「平
へい

蔵
ぞう

の母
はは

」▼恩
おん

田
だ

 陸
りく

「ドミノ 
in 上

シャン
海
ハイ

」▼近
こん

藤
どう

史
ふみ

恵
え
「歌

か
舞
ぶ

伎
き

座
ざ

の怪
かい

紳
しん

士
し

」▼澤
さわ

田
だ

瞳
とう

子
こ
「稚

ち
児
ご

桜
ざくら

　能
のう

楽
がく

ものがたり」
▼白

しら
石
いし

睦
む

月
つき

「母
かあ

さんは料
りょう

理
り

がへたすぎる」▼堂
どう

場
ば

瞬
しゅん

一
いち

「インタビューズ」▼長
なが

尾
お

和
かず

宏
ひろ

「小
しょう

説
せつ

『安
あん

楽
らく

死
し

特
とっ

区
く

』」▼中
なか

山
やま

七
しち

里
り

「騒
さわ

がしい楽
らく

園
えん

」▼畠
はたけ

中
なか

 恵
めぐみ

「猫
ねこ

君
ぎみ

」
▼古

ふる
川
かわ

真
まこ

人
と

「背
せい

高
たか

泡
あわ

立
だち

草
そう

」▼柳
やなぎ

 広
こう

司
じ

「太
たい

平
へい

洋
よう

食
しょく

堂
どう

」▼いろはママ「うちのス
ピ娘

むすめ
のパワーがちょっとすごくって…」▼大

おお
嶋
しま

信
のぶ

頼
より

「『孤
こ

独
どく

』がすぐ消
き

える本
ほん

」
▼安

あん
東
どう

能
よし

明
あき

「消
き

えた警
けい

官
かん

」▼高
たか

殿
どの

 円
まどか

「グランドシャトー」▼丹
たん

治
じ

 匠
たくみ

「かぁかぁ
もうもう」▼植

うえ
田
だ

 真
まこと

「とおいまちのこと」▼n
ナ カ バ ン
akaban「みなとまちから」

園（
所
）開
放
日

大
東あ お ぞ ら 保 育 園 毎日（平日） 試食の予約：当日9:00まで

　　　　　　（試食は金曜のみ）

加
茂

た ち ば ら 保 育 園 ▲ 月曜日～金曜日（平日） 9:30～11:00

みなみかも保育園 月曜日～金曜日（平日）
（23日㈭から開始）

9:00～12:00 
試食の予約：前日16:00まで

吉
田吉 田 保 育 所 △ 16日㈭ 9:30～11:30

問い合わせ先 ▶子ども政策課 ☎40-1044
▲の施設と掛合保育所は日曜日に園庭を開放しています。
△の施設と木次こども園、斐伊、吉田、田井保育所は土曜日の午後、日曜日に園庭を開放しています。
大東、西、海潮こども園は土曜日、日曜日に園庭を開放しています
佐世、寺領、西日登幼稚園は土曜日、日曜日、学年末休業日等に園庭を開放しています。
三刀屋こども園は土曜日、日曜日に園庭を開放していますが、事前に予約が必要です。
園庭利用時の注意　１．いずれも行事のあるときを除く　　　２．保護者同伴で利用すること
　　　　　　　　　３．水道は使わないこと　　　　　　　　４．ごみは持って帰ること
　　　　　　　　　５．小学生以上は遊具を利用しないこと　６．利用後は施錠を忘れずにすること
記載のない施設は、４月に園（所）・園庭開放を開催しません。

掛 
合

支援センター（分室：掛合体育館)

入間交流センター お花見会 17日㈮ 10:00～13:00
（※要予約、〆切８日㈬）

分室 お話の日 24日㈮ 10:30～11:00
問い合わせ先 

▲

掛合子育て支援センター 080-2909-4713

吉 

田
社協子育てサロン（あい♪あいくらぶ）

吉田健康福祉
センター フリースペース♪ 22日㈬   9:30～11:30

問い合わせ先 

▲

雲南市社会福祉協議会吉田支所 ☎74-0078

三
刀
屋

支援センター　
三刀屋子育て支援

センター おはなし会 24日㈮ 10:00～10:30
問い合わせ先 

▲
三刀屋子育て支援センター ☎45-9500

大
　東

教室・相談

大東子育て支援
センター

（あおぞら保育園）

子育て教室
「いっしょに遊ぼう」 15日㈬   9:30～11:30

（※要予約）
赤ちゃん教室

「みんなよろしくね・
離乳食試食」

22日㈬   9:30～11:30
（※要予約）

子育てサロン
木馬（おおぎ） 毎週火・木曜日   9:30～12:00
ぽかぽかひろば（幡屋交流センター）  ６日㈪   9:30～11:30
ぽっぽ（佐世交流センター）  ９日㈭   9:30～11:30
うしお（海潮交流センター） 17日㈮   9:30～11:30
問い合わせ先 

▲

大東子育て支援センター（あおぞら保育園内） ☎43-9500

木
　次

支援センター

木次子育て支援
センター

トコトコ散歩（周辺散歩）  ７日㈫ 10:30～
C
チ ャ ン
hanみきママのハンドメイド教室  ８日㈬ 10:00～（※要予約）

誕生会 16日㈭ 10:30～（※誕生児要予約）
リフレッシュ講座 骨盤矯正　

（6ヵ月未満のママ） 23日㈭ 13:30～（※要予約）
リフレッシュ講座 整体 28日㈫ 9:30～（※要予約）

教室・相談
木次子育て支援

センター
ベビーマッサージ

（２～８ヵ月） 21日㈫ 10:00～（※要予約）
問い合わせ先 

▲

木次子育て支援センター ☎42-2030

加
　茂

支援センター

加茂子育て支援
センター

お茶会 10日㈮ 10:00～（１時間程度）
たんぽぽひろば

（はじめましての会） 15日㈬ 10:00～（１時間程度）

たんぽぽひろば（誕生会） 22日㈬
10:00～（１時間程度）
※4月生まれのお友だち
　は予約ください

※行事があっても通常利用できますので利用ください。
教室・相談

加茂子育て支援
センター

もぐもぐ教室
（５～６ヵ月児対象離乳食教室） 16日㈭ 10:00～（※要予約）
もぐもぐ教室

（７～８ヵ月児対象離乳食教室） 23日㈭ 10:00～（※要予約）
たまごクラブ（妊婦さんサロン） 28日㈫ 10:00～（※要予約）
もぐもぐ教室

（９～11ヵ月児対象離乳食教室） 30日㈭ 10:00～（※要予約）
問い合わせ先 

▲

加茂子育て支援センター ☎49-8355

子育て支援センターなどの子育て支援センターなどの

大
　東

教室・相談

4月4月

子育て支援センターなど子育て支援センター子育て支援センターなど子育て支援センターなど子育て支援センターなどなど子育て支援センターなど子育て支援センターなど子育て支援センターなど子育て支援センターなど子育て支援センターなど子育て支援センターなど子育て支援センターなど子育て支援センターなど子育て支援センターなどのののの
スケジュールスケジュール 図書館だより図書館だより図書館だより
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◆育児相談
掛合子育て支援センター  ８日㈬

9:30 ～
三刀屋子育て支援センター 13日㈪
加茂子育て支援センター 20日㈪
木次子育て支援センター 24日㈮
大東健康福祉センター 28日㈫
◆妊婦サロン
大東健康福祉センター 28日㈫ 10:00～
◆離乳食教室
加茂健康福祉センタ－  ７日㈫ 9:30～

◆乳幼児健診

乳児健診
大東・加茂地区の方 大東健康福祉センター  ２日㈭ 13:00～

（４ヵ月児、10ヵ月児）

木次・三刀屋・吉田・
掛合地区の方 木次健康福祉センター  ９日㈭ 13:00～

（４ヵ月児、10ヵ月児）

幼児健診
大東・加茂地区の方 加茂健康福祉センター 23日㈭ 13:00～（１歳６ヵ月児）

木次・三刀屋・吉田・
掛合地区の方 木次健康福祉センター 15日㈬ 13:00～（３歳児）

◆その他相談
認知症の人と家族の会サロン「色えんぴつ」 雲南保健所  ２日㈭ 10:00 ～ 14:00【問】保健医療介護連携室　☎ 40-1095
こころの健康＆もの忘れ相談  ８日㈬ 13:00 ～ 15:00【問】雲南保健所　☎ 42-9642
就業相談会（移動ナースバンク） ハローワーク雲南  ８日㈬ 13:00 ～ 16:00【問】雲南公共職業安定所　☎ 42-0751
雲南サロン「陽だまり」  ９日㈭

23日㈭ 10:00 ～ 15:00【問】雲南保健所　☎ 42-9638
若者の就労支援事業・フリースペース 三刀屋健康福祉センター  ９日㈭ 14:00 ～ 16:00【問】長寿障がい福祉課　☎ 40-1042
交通事故巡回相談 出雲市役所 16日㈭   9:00 ～ 15:00【問】交通事故相談所　☎ 0852-22-5102
オレンジカフェうんなん（認知症カフェ） 雲南市役所 16日㈭ 10:00 ～ 11:45

参加料　300円【問】保健医療介護連携室　☎ 40-1095
アルコールによる困りごと相談 20日㈪ 13:00 ～ 15:00【問】雲南保健所　☎ 42-9642

４月の健診・教室など　� 【問】健康推進課　☎40-1045

※内容、場所、日時の順に記載。
　市外局番は記載のないものは
　いずれも 0854 です。 

◆断酒会
吉田ふるさとセンター  ２日㈭

19:00～21:00掛合交流センター 15日㈬
三刀屋健康福祉センター 29日（水・祝）

◆結婚を希望する独身男女のための結婚相談
結婚相談サロン 雲南市役所 3F 相談室 １、８、15、22日㈬ 10:00 ～ 15:00

Aコープきすき店2F 25日㈯ 10:00 ～ 13:00

　【問】うんなん暮らし推進課　☎40-1014

◆おんせんキャンパスの活動や子育ての悩み、心配事についての相談会

個別相談会 おんせんキャンパス
（旧温泉小学校） 25日㈯

①   9:00 ～　　② 10:00 ～
③ 11:00 ～　　④ 12:00 ～
　(要予約・一人45分間)

【問】教育支援センター　☎48-0007

劇団四季ファミリーミュージカル

「人間になりたがった猫」�
「人間になりたい」と願うネコ・ライオネルの物語。魔法で２日間だけ人
間の姿になったライオネルが、旅の途中ですてきな仲間と出会い、「恋」
や「涙」を経験し、大切なことを学んでいきます。
愛すべき登場人物たちが繰り広げる、躍動感いっぱいのダンスや心に訴え
かける歌の数々。生のステージをお楽しみください♪

 と　き 	７月12日（日）15:30開場　16:00開演
 ところ 	 加茂文化ホールラメール（大ホール）
 入場料 	 １階席4,200円　２階席3,700円
※託児あり（※要申込・６月29日㈪申込締切）
※３歳以上有料（３歳未満の場合も着席鑑賞は有料）

	 【問】ラメール　☎0854-49-8500

キラキラ雲南メール＆LINE会員
　先行発売　４月18日（土）10:00～
　一般発売　４月25日（土）10:00～
※メール会員・LINE会員は、ラメールの窓口・ホームページで
　登録いただけます。

チケット発売開始！
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人　口･･ 37,638人（－33人）

世帯数･･ 13,739世帯（＋4世帯）
令和 2 年 3 月 1 日現在（先月比）

女　性･･ 19,492人（－11人）

男　性･･ 18,146人（－22人）

I N F O R M A T I O N

この印刷物は環境に
配慮し、大豆油にか
わり米ぬか油を使用
したライスインキで
印刷しています。

2020雲南市桜まつりメインイベントの中止のお知らせ
４月４日（土）、５日（日）に予定していた「2020雲南市桜まつり」
メインイベントは、新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、
駅前ステージイベントおよび「幸運なんです。雲南です。」体感フェ
ア、花火大会の開催を中止します。

出雲神楽の夕べ 
出演：深野神楽保存会

市内13の神楽社中が月がわりで登場！
 と　き  ４月11日（土）18:30開場 19:00開演
 ところ  古代鉄歌謡館
 入場料  高校生以上500円、小中学生200円

 【問】古代鉄歌謡館　☎0854-43-6568

第９回 古代出雲王国加茂岩倉春まつり 
銅鐸39個が出土した加茂岩倉
遺跡で、弥生時代体験をしよ
う♪焼きたてのヤマメや古代
米カレー、勾玉づくり、草木
染め、小型銅鐸鋳造体験等が
楽しめます。春の行楽に、自
然いっぱいの加茂岩倉遺跡へ
家族そろってお出掛けくださ
い。
 と　き  ４月29日（水・祝）10:00～14:30
 ところ  加茂岩倉遺跡ガイダンス芝生広場　
 入場料  無料（飲食・体験ブースは料金あり）

※小雨決行

 【問】ラメール　☎0854-49-8500

　掲載している各種イベント・教室等について、新型コロナ
ウイルスの感染拡大防止、感染予防のため中止・延期となる
可能性があります。開催等の詳細は各問い合わせ先に確認く
ださい。

Ｌ
ラ メ ー ル

ａｍｅｒの夜 
出演：永

なが

瀬
せ

未
み

希
き

（Cb）、住
すみ

田
た

悠
ゆう

太
た

（Cb）、渡
わた

邊
なべ

瑛
えい

子
こ

（Pf）

金曜の夜。一週間頑張った自分へのご褒美に、おいし
いお茶やごはん、心地よい音楽、自分のための時間を
満喫しませんか？大切な自分と、大切な人と過ごす、
大人のための優しい時間。託児の子どもたちにも、出
演者からプチコンサートのプレゼントがあります。
 と　き  ４月10日（金）
フードタイム　18:00～19:20、20:30～21:00
コンサート　  18:00開場　19:30開演　20:30終演
 ところ  加茂文化ホール（ふれあいホール）

 入場料  【全席自由・限定60席】一般2,000円、高
校生以下1,000円（１ドリンク込）

※就学前のお子さんの入場は遠慮ください。
※託児あり（要申込・１歳～未就学児対象・４月３日㈮申込締切）

 【問】ラメール　☎0854-49-8500

チェリヴァシアター L
ラ イ ブ

IVE

演劇ユニット大根「A
ア フ タ ー

fter s
シ ョ ッ ク

hock」
脚本・演出：樋

ひ

口
ぐち

ミユ（P
プ ラ ン ト

lant M
エム

）

出演：堤
つつみ

 満
ま

美
み

、元
もと

尾
お

裕
ゆう

介
すけ

（カムカムミニキーナ）、曽
そ

田
た

真
しん

吾
ご

 と　き  ４月18日（土）13:00／18:00
 ４月19日（日）13:00
 ところ  木次経済文化会館チェリヴァホール（２階ホール）

 入場料  一般2,000円、高校生以下1,000円（当日各500円増）

 【問】チェリヴァホール　☎0854-42-1155


